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は
じ
め
に

　
藤
井
達
吉
は
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
日
本
美
術
院
の
展
覧
会
に
日
本
画
を
出
品
し
た
。
筆
者
は
こ
の
事

実
に
基
づ
く
展
覧
会
を
構
想
し
て
い
る
。
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
に
上
京
し
た
藤
井
が
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
美
術
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
制
作
を
行
っ
た
こ
と
は
研
究
者
や
美
術
愛
好
家
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
日
本
美
術
院
は
近
代
日
本
美
術
史
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
。
こ
の
団
体
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
こ
と
は
、
藤
井

が
画
壇
の
大
舞
台
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
今
に
続
く
日
本
美
術
院
の
歴
史
に
藤
井
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か

を
問
う
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
展
覧
会
は
第
一
章
で
日
本
美
術
院
発
足
時
の
理
念
を
反
映
す
る
メ
ン
バ
ー
の
諸
作
を
展
示
し
、

第
二
章
で
は
藤
井
を
は
じ
め
大
正
期
の
日
本
美
術
院
を
特
徴
づ
け
る
作
家
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
現
在
も
視
野
に
入
れ

る
内
容
と
し
た
い
。
こ
の
構
成
は
展
示
室
面
積
や
予
算
が
限
ら
れ
る
当
館
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
何
よ
り
先
行
研
究
者
に
よ

る
日
本
美
術
院
関
連
の
蓄
積
を
ひ
も
と
き
、
十
分
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
筆
者
の
構
想
は
空
想
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
平
成
元（
一
九
八
九
）年
か
ら
平
成
一
一（
一
九
九
九
）年
に
か
け
て
財
団
法
人
日
本
美
術
院

か
ら
発
行
さ
れ
た『
日
本
美
術
院
百
年
史
』を
主
た
る
参
考
文
献
と
し
て
基
礎
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
展
覧
会
実
現
の
第
一

歩
と
し
た
い
。

日
本
美
術
院
の
発
足
と
初
期
の
動
向

　
日
本
美
術
院
は
岡
倉
天
心﹇
覚
三
﹈が
創
設
し
た
在
野
の
美
術
研
究
団
体
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校（
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
の

前
身
）校
長
で
あ
っ
た
天
心
は
、
中
傷
に
満
ち
た
怪
文
書
を
き
っ
か
け
に
、
一
八
九
八（
明
治
三
一
）年
三
月
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
の
際
天
心
に
従
っ
て
東
京
美
術
学
校
教
員
の
職
を
辞
し
た
美
術
家
た
ち
と
と
も
に
同
年
七
月
、
日
本
美
術
院
を
発
足
さ
せ
た
。
こ

の
時
の
正
員（
現
在
の
同
人
）は
入
会
順
に
、
橋
本
雅
邦
、
劔
持
忠
四
郎
、
西
郷
孤
月
、
横
山
大
観
、
寺
崎
広
業
、
菱
田
春
草
、
新
納
古
拙
、

岡
崎
雪
声
、下
村
観
山
、小
堀
鞆
音
、山
田
敬
中
、川
崎
千
虎
、関
保
之
助
、桜
井
正
次
、尾
形
月
耕
、前
田
香
雪
、新
海
竹
太
郎
、田
辺

源
助
、
塩
田
力
蔵
、
岡
倉
覚
三
、
松
本
楓
湖
、
滑
川
貞
勝
、
府
川
一
則
、
黒
川
栄
勝
の
二
六
名
で
、
各
人
の
専
門
は
絵
画
か
ら
彫
刻
、
金

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

　
　
浅
野
　
泰
子
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研
究
紀
要

る
一
九
一
四
年
九
月
二
日
に
、谷
中
に
新
築
し
た
日
本
美
術
院
研
究
所
に
お
い
て
開
院
式
を
行
い
、再
興
さ
れ
た
。
発
起
人
の
う
ち
同

人
は
大
観
、
観
山
、
安
田
靫
彦
、
紫
紅
、
小
杉
未
醒
の
六
名
で
、
経
営
者
兼
評
議
員
と
し
て
辰
沢
延
次
郎
、
笹
川
臨
風
、
斎
藤
隆
三
、
賛

助
員
と
し
て
高
田
早
苗
、
原
三
溪
が
名
を
連
ね
た11
。
そ
し
て
再
興
記
念
展
覧
会
が
一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
一
五
日
ま
で
日
本
橋

の
三
越
呉
服
店
旧
館
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立
っ
て
決
め
ら
れ
た
研
究
所
三
則
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
日
本
美
術
院
ハ
新
日
本
ノ
芸
術
樹
立
ニ
益
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ガ
為
メ
ニ
再
ビ
其
研
究
所
ヲ
起
ス

一
、
日
本
美
術
院
ハ
芸
術
ノ
自
由
研
究
ヲ
主
ト
ス
、
故
ニ
教
師
ナ
シ
、
先
輩
ア
リ
、
教
習
ナ
シ
、
研
究
ア
リ

一
、
日
本
美
術
院
ハ
邦
画
ト
洋
画
ト
ヲ
従
来
ノ
区
別
ノ
如
ク
分
割
セ
ズ
、
日
本
彫
刻
ト
西
洋
塑
像
ト
亦
然
リ12

　
三
つ
め
の
項
目
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
再
興
さ
れ
た
日
本
美
術
院
に
は
洋
画
や
彫
刻
も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
元
年
に

小
杉
未
醒
と
大
観
が
構
想
し
た
絵
画
自
由
研
究
所
の
計
画
を
活
か
し
た
故
で
あ
る
。
三
則
も
未
醒
の
絵
画
自
由
研
究
所
規
則
の
草
案

か
ら
抽
出
さ
れ
た13
。
日
本
美
術
院
の
洋
画
部
門
は
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
に
離
脱
し
た
が
、
彫
刻
部
門
は
一
九
六
一（
昭
和
三
六
）年

ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
の
日
本
美
術
院
は
日
本
画
の
代
表
的
な
団
体
と
し
て
今
日
に
至
り
、
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
に
は
再
興
第

九
九
回
院
展
を
開
催
し
た
。

再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会﹇
大
正
一
〇
年
﹈出
品
一
覧

　
藤
井
達
吉
が
出
品
し
た
日
本
美
術
院
関
連
の
展
覧
会
は
四
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
一
覧
を
目
録
記
載
順
に
挙
げ
る
。
ま
ず
一

九
二
一（
大
正
一
〇
）年
九
月
一
日
か
ら
九
月
二
八
日
ま
で
上
野
の
竹
の
台
陳
列
館
で
開
か
れ
た
再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
で

あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
洋
画
部
門
の
離
脱
後
初
の
開
催
と
な
っ
た
。
八
月
二
〇
日
か
ら
二
五
日
ま
で
に
受
け
付
け
ら
れ
た
絵
画
四
三

二
点
、
彫
塑
八
〇
点
が
八
月
二
六
・
二
七
日
の
鑑
査
を
経
て
、
一
九
人
二
三
点
の
絵
画
な
ら
び
に
一
四
人
一
八
点
の
彫
塑
が
入
選
し
た
。

九
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
は
日
本
美
術
院
に
て
中
原
悌
次
郎
遺
作
展
覧
会
も
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
九
月
九
日
の
同
人
推
挙
式
で

は
、
真
道
黎
明
、
近
藤
浩
一
路
、
小
茂
田
青
樹
、
橋
本
永
邦
が
新
同
人
に
、
小
山
大
月
、
黒
田
古
郷
、
木
下
春
、
丹
阿
彌
岩
吉
が
新
院
友

に
推
さ
れ
た14
。
展
覧
会
は
一
〇
月
一
四
日
か
ら
一
一
月
六
日
に
は
京
都
の
岡
崎
公
園
第
二
勧
業
館
へ
、
一
一
月
一
〇
日
か
ら
二
三
日

に
は
大
阪
府
商
品
陳
列
所
に
巡
回
し
て
い
る
。

○
日
本
画

同
人
（
同
人
推
挙
順
）

横
山
大
観（
茨
城
）《
洞
庭
の
夜
》《
愛
宕
路
》《
老
子
》《
紅
蓮
》、
下
村
観
山（
茨
城
）《
楠
公
》、
木
村
武
山（
茨
城
）《
光
明
皇
后
》《
羅

工
、
漆
工
、
図
案
、
学
術
ま
で
及
ん
で
い
た
。
役
員
は
主
幹
に
橋
本
雅
邦
、
評
議
員
長
に
岡
倉
覚
三
、
評
議
員
に
橋
本
雅
邦
、
岡
崎
雪
声
、

劔
持
忠
四
郎
、
六
角
紫
水
、
寺
崎
広
業
、
西
郷
孤
月
、
横
山
大
観
、
岡
部
覚
弥
、
菱
田
春
草
、
幹
事
に
劔
持
忠
四
郎
、
庶
務
嘱
託
に
益
子

幹
治
、
書
記
に
中
島
潔
、
高
木
源
四
郎
が
選
ば
れ
た1
。

　
日
本
美
術
院
の
最
初
の
展
覧
会
は
一
八
九
八
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
二
〇
日
ま
で
東
京
・
谷
中
の
日
本
美
術
院
で
開
催
さ

れ
た
第
五
回
日
本
絵
画
協
会
第
一
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
で
あ
る2
。
天
心
は
一
八
九
一（
明
治
二
四
）年
に
川
端
玉
章
門
下

の
寺
崎
広
業
や
山
田
敬
中
ら
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
日
本
青
年
絵
画
協
会
の
会
頭
と
な
っ
た
。
こ
の
会
は
上
野
の
竹
の
台
五

号
館
を
会
場
と
し
て
定
期
的
に
展
覧
会
活
動
を
行
っ
た
。
天
心
は
一
八
九
五（
明
治
二
八
）年
に
横
山
大
観
や
下
村
観
山
、
菱
田
春
草

ら
の
東
京
美
術
学
校
系
の
画
家
を
加
え
て
日
本
青
年
絵
画
協
会
を
日
本
絵
画
協
会
に
再
編
し
、
絵
画
共
進
会
を
続
け
て
い
た
。
そ
し

て
日
本
美
術
院
発
足
後
も
、
こ
の
絵
画
共
進
会
を
作
品
発
表
の
場
と
し
た
の
で
あ
る3
。

　
日
本
美
術
院
の
特
質
と
し
て
は
、
岡
倉
天
心
の
理
想
主
義
的
美
術
思
想
と
い
う
強
い
精
神
的
支
柱
を
持
ち
、
東
洋
精
神
を
基
盤
と

し
た
伝
統
主
義
と
新
し
い
造
形
を
求
め
る
革
新
主
義
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
芸
術
運
動
で
あ
り
、
作
品
を
集
め
て
展
示
す
る
だ
け

の
展
覧
会
組
織
で
は
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る4
。
そ
の
よ
う
な
運
動
か
ら
、線
で
は
な
く
色
面
に
よ
っ
て
描
く
、い
わ
ゆ
る
矇
朧
体

の
技
法
も
生
ま
れ
た
。
ま
た
日
本
美
術
院
の
メ
ン
バ
ー
に
は
無
類
の
結
束
力
が
あ
り
、
天
心
を
親
と
す
る
家
族
の
よ
う
な
つ
な
が
り

は
大
正
期
頃
ま
で
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
頃
ま
で
は
有
力
メ
ン
バ
ー
の
大
観
で
あ
っ
て
も
先
生
と
は
呼
ば
な
い
同
志
的
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
と
い
う5
。
一
方
で
、
天
心
が
東
京
美
術
学
校
校
長
職
を
追
わ
れ
た
事
件
は
明
治
新
政
府
の
美
術
教
育
や
制
度
を
背
景
と
し
た

各
種
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
起
こ
し
た
政
治
的
な
性
格
を
持
ち
、
日
本
美
術
院
で
新
た
な
国
家
観
や
歴
史
観
を
反
映
し
た
歴
史
画
が
重
要

な
位
置
を
占
め
た
の
も
、
時
代
の
文
脈
を
体
現
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
、
と
の
指
摘
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う6
。

　
高
い
理
想
を
掲
げ
た
日
本
美
術
院
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
運
営
や
財
政
に
困
難
が
生
じ
た
。
一
九
〇
六（
明
治
三
九
）年
に
は
天
心

の
居
宅
の
あ
っ
た
茨
城
県
の
五
浦
に
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
、
木
村
武
山
の
四
人
が
移
り
住
み
、
日
本
美
術
院
は
実
質
的

に
移
転
・
規
模
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
世
間
で
は
こ
れ
を「
美
術
院
の
都
落
ち
」と
評
し
た
と
い
う7
。
し
か
し
一
九
〇
七（
明
治
四

〇
）年
に
国
が
設
置
し
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
で
は
、審
査
員
二
三
人
の
中
に
天
心
、大
観
、観
山
の
三
名
が
任
命
さ
れ
、一
〇
月
の
第

一
回
文
展
で
は
春
草
が
二
等
賞
、
武
山
が
三
等
賞
を
得
た8
。
こ
の
時
の
観
山
の
出
品
作《
木
の
間
の
秋
》や
武
山
の《
阿
房
劫
火
》な
ど

は
五
浦
で
制
作
さ
れ
、現
在
、そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
代
表
作
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
春
草
の
出
品
作《
賢
首
菩
薩
》は
点
描
を
用
い

る
こ
と
で
色
彩
を
濁
ら
せ
ず
に
明
度
を
増
す
彩
色
方
法
を
試
み
、
美
術
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
第
三
回
文
展
に
出
品
さ
れ

た《
落
葉
》で
は
装
飾
性
の
高
い
琳
派
的
な
彩
色
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た9
。
今
村
紫
紅
は
点
描
法
を
印
象
派
の
明
る
い
画
面
づ
く
り
に

応
用
し
、
従
来
の
日
本
画
と
は
異
な
る
地
平
を
拓
い
た10
。

　
一
九
一
三（
大
正
二
）年
に
天
心
が
五
〇
歳
で
亡
く
な
る
と
、
日
本
美
術
院
も
一
旦
活
動
を
停
止
し
た
が
、
天
心
の
一
周
忌
に
あ
た

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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研
究
紀
要

る
一
九
一
四
年
九
月
二
日
に
、谷
中
に
新
築
し
た
日
本
美
術
院
研
究
所
に
お
い
て
開
院
式
を
行
い
、再
興
さ
れ
た
。
発
起
人
の
う
ち
同

人
は
大
観
、
観
山
、
安
田
靫
彦
、
紫
紅
、
小
杉
未
醒
の
六
名
で
、
経
営
者
兼
評
議
員
と
し
て
辰
沢
延
次
郎
、
笹
川
臨
風
、
斎
藤
隆
三
、
賛

助
員
と
し
て
高
田
早
苗
、
原
三
溪
が
名
を
連
ね
た11
。
そ
し
て
再
興
記
念
展
覧
会
が
一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
一
五
日
ま
で
日
本
橋

の
三
越
呉
服
店
旧
館
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立
っ
て
決
め
ら
れ
た
研
究
所
三
則
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
日
本
美
術
院
ハ
新
日
本
ノ
芸
術
樹
立
ニ
益
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ガ
為
メ
ニ
再
ビ
其
研
究
所
ヲ
起
ス

一
、
日
本
美
術
院
ハ
芸
術
ノ
自
由
研
究
ヲ
主
ト
ス
、
故
ニ
教
師
ナ
シ
、
先
輩
ア
リ
、
教
習
ナ
シ
、
研
究
ア
リ

一
、
日
本
美
術
院
ハ
邦
画
ト
洋
画
ト
ヲ
従
来
ノ
区
別
ノ
如
ク
分
割
セ
ズ
、
日
本
彫
刻
ト
西
洋
塑
像
ト
亦
然
リ12

　
三
つ
め
の
項
目
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
再
興
さ
れ
た
日
本
美
術
院
に
は
洋
画
や
彫
刻
も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
元
年
に

小
杉
未
醒
と
大
観
が
構
想
し
た
絵
画
自
由
研
究
所
の
計
画
を
活
か
し
た
故
で
あ
る
。
三
則
も
未
醒
の
絵
画
自
由
研
究
所
規
則
の
草
案

か
ら
抽
出
さ
れ
た13
。
日
本
美
術
院
の
洋
画
部
門
は
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
に
離
脱
し
た
が
、
彫
刻
部
門
は
一
九
六
一（
昭
和
三
六
）年

ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
の
日
本
美
術
院
は
日
本
画
の
代
表
的
な
団
体
と
し
て
今
日
に
至
り
、
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
に
は
再
興
第

九
九
回
院
展
を
開
催
し
た
。

再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会﹇
大
正
一
〇
年
﹈出
品
一
覧

　
藤
井
達
吉
が
出
品
し
た
日
本
美
術
院
関
連
の
展
覧
会
は
四
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
一
覧
を
目
録
記
載
順
に
挙
げ
る
。
ま
ず
一

九
二
一（
大
正
一
〇
）年
九
月
一
日
か
ら
九
月
二
八
日
ま
で
上
野
の
竹
の
台
陳
列
館
で
開
か
れ
た
再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
で

あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
洋
画
部
門
の
離
脱
後
初
の
開
催
と
な
っ
た
。
八
月
二
〇
日
か
ら
二
五
日
ま
で
に
受
け
付
け
ら
れ
た
絵
画
四
三

二
点
、
彫
塑
八
〇
点
が
八
月
二
六
・
二
七
日
の
鑑
査
を
経
て
、
一
九
人
二
三
点
の
絵
画
な
ら
び
に
一
四
人
一
八
点
の
彫
塑
が
入
選
し
た
。

九
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
は
日
本
美
術
院
に
て
中
原
悌
次
郎
遺
作
展
覧
会
も
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
九
月
九
日
の
同
人
推
挙
式
で

は
、
真
道
黎
明
、
近
藤
浩
一
路
、
小
茂
田
青
樹
、
橋
本
永
邦
が
新
同
人
に
、
小
山
大
月
、
黒
田
古
郷
、
木
下
春
、
丹
阿
彌
岩
吉
が
新
院
友

に
推
さ
れ
た14
。
展
覧
会
は
一
〇
月
一
四
日
か
ら
一
一
月
六
日
に
は
京
都
の
岡
崎
公
園
第
二
勧
業
館
へ
、
一
一
月
一
〇
日
か
ら
二
三
日

に
は
大
阪
府
商
品
陳
列
所
に
巡
回
し
て
い
る
。

○
日
本
画

同
人
（
同
人
推
挙
順
）

横
山
大
観（
茨
城
）《
洞
庭
の
夜
》《
愛
宕
路
》《
老
子
》《
紅
蓮
》、
下
村
観
山（
茨
城
）《
楠
公
》、
木
村
武
山（
茨
城
）《
光
明
皇
后
》《
羅

工
、
漆
工
、
図
案
、
学
術
ま
で
及
ん
で
い
た
。
役
員
は
主
幹
に
橋
本
雅
邦
、
評
議
員
長
に
岡
倉
覚
三
、
評
議
員
に
橋
本
雅
邦
、
岡
崎
雪
声
、

劔
持
忠
四
郎
、
六
角
紫
水
、
寺
崎
広
業
、
西
郷
孤
月
、
横
山
大
観
、
岡
部
覚
弥
、
菱
田
春
草
、
幹
事
に
劔
持
忠
四
郎
、
庶
務
嘱
託
に
益
子

幹
治
、
書
記
に
中
島
潔
、
高
木
源
四
郎
が
選
ば
れ
た1
。

　
日
本
美
術
院
の
最
初
の
展
覧
会
は
一
八
九
八
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
二
〇
日
ま
で
東
京
・
谷
中
の
日
本
美
術
院
で
開
催
さ

れ
た
第
五
回
日
本
絵
画
協
会
第
一
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
で
あ
る2
。
天
心
は
一
八
九
一（
明
治
二
四
）年
に
川
端
玉
章
門
下

の
寺
崎
広
業
や
山
田
敬
中
ら
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
日
本
青
年
絵
画
協
会
の
会
頭
と
な
っ
た
。
こ
の
会
は
上
野
の
竹
の
台
五

号
館
を
会
場
と
し
て
定
期
的
に
展
覧
会
活
動
を
行
っ
た
。
天
心
は
一
八
九
五（
明
治
二
八
）年
に
横
山
大
観
や
下
村
観
山
、
菱
田
春
草

ら
の
東
京
美
術
学
校
系
の
画
家
を
加
え
て
日
本
青
年
絵
画
協
会
を
日
本
絵
画
協
会
に
再
編
し
、
絵
画
共
進
会
を
続
け
て
い
た
。
そ
し

て
日
本
美
術
院
発
足
後
も
、
こ
の
絵
画
共
進
会
を
作
品
発
表
の
場
と
し
た
の
で
あ
る3
。

　
日
本
美
術
院
の
特
質
と
し
て
は
、
岡
倉
天
心
の
理
想
主
義
的
美
術
思
想
と
い
う
強
い
精
神
的
支
柱
を
持
ち
、
東
洋
精
神
を
基
盤
と

し
た
伝
統
主
義
と
新
し
い
造
形
を
求
め
る
革
新
主
義
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
芸
術
運
動
で
あ
り
、
作
品
を
集
め
て
展
示
す
る
だ
け

の
展
覧
会
組
織
で
は
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る4
。
そ
の
よ
う
な
運
動
か
ら
、線
で
は
な
く
色
面
に
よ
っ
て
描
く
、い
わ
ゆ
る
矇
朧
体

の
技
法
も
生
ま
れ
た
。
ま
た
日
本
美
術
院
の
メ
ン
バ
ー
に
は
無
類
の
結
束
力
が
あ
り
、
天
心
を
親
と
す
る
家
族
の
よ
う
な
つ
な
が
り

は
大
正
期
頃
ま
で
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
頃
ま
で
は
有
力
メ
ン
バ
ー
の
大
観
で
あ
っ
て
も
先
生
と
は
呼
ば
な
い
同
志
的
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
と
い
う5
。
一
方
で
、
天
心
が
東
京
美
術
学
校
校
長
職
を
追
わ
れ
た
事
件
は
明
治
新
政
府
の
美
術
教
育
や
制
度
を
背
景
と
し
た

各
種
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
起
こ
し
た
政
治
的
な
性
格
を
持
ち
、
日
本
美
術
院
で
新
た
な
国
家
観
や
歴
史
観
を
反
映
し
た
歴
史
画
が
重
要

な
位
置
を
占
め
た
の
も
、
時
代
の
文
脈
を
体
現
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
、
と
の
指
摘
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う6
。

　
高
い
理
想
を
掲
げ
た
日
本
美
術
院
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
運
営
や
財
政
に
困
難
が
生
じ
た
。
一
九
〇
六（
明
治
三
九
）年
に
は
天
心

の
居
宅
の
あ
っ
た
茨
城
県
の
五
浦
に
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
、
木
村
武
山
の
四
人
が
移
り
住
み
、
日
本
美
術
院
は
実
質
的

に
移
転
・
規
模
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
世
間
で
は
こ
れ
を「
美
術
院
の
都
落
ち
」と
評
し
た
と
い
う7
。
し
か
し
一
九
〇
七（
明
治
四

〇
）年
に
国
が
設
置
し
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
で
は
、審
査
員
二
三
人
の
中
に
天
心
、大
観
、観
山
の
三
名
が
任
命
さ
れ
、一
〇
月
の
第

一
回
文
展
で
は
春
草
が
二
等
賞
、
武
山
が
三
等
賞
を
得
た8
。
こ
の
時
の
観
山
の
出
品
作《
木
の
間
の
秋
》や
武
山
の《
阿
房
劫
火
》な
ど

は
五
浦
で
制
作
さ
れ
、現
在
、そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
代
表
作
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
春
草
の
出
品
作《
賢
首
菩
薩
》は
点
描
を
用
い

る
こ
と
で
色
彩
を
濁
ら
せ
ず
に
明
度
を
増
す
彩
色
方
法
を
試
み
、
美
術
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
第
三
回
文
展
に
出
品
さ
れ

た《
落
葉
》で
は
装
飾
性
の
高
い
琳
派
的
な
彩
色
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た9
。
今
村
紫
紅
は
点
描
法
を
印
象
派
の
明
る
い
画
面
づ
く
り
に

応
用
し
、
従
来
の
日
本
画
と
は
異
な
る
地
平
を
拓
い
た10
。

　
一
九
一
三（
大
正
二
）年
に
天
心
が
五
〇
歳
で
亡
く
な
る
と
、
日
本
美
術
院
も
一
旦
活
動
を
停
止
し
た
が
、
天
心
の
一
周
忌
に
あ
た

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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そ
し
て
津
田
は「
全
體
に
い
ぢ
け
た
や
う
な
感
が
す
る
。
色
か
ら
く
る
全
體
の
感
覺
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
た
せ
い
か
、
何
と
な
く
元
氣

が
乏
し
い
。
矢
張
り
氏
の
工
藝
の
製
作
が
矢
張
り
刀
の
切
れ
工
合
重
き
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
に
筆
觴
に
重
き
を
置
く
こ

と
も
こ
の
種
の
畫
に
は
最
も
必
要
な
條
件
と
思
ふ
。
色
彩
に
は
可
成
り
苦
心
が
し
て
あ
る
よ
う
に
見
受
け
る
。
そ
し
て
氏
ら
し
い
一

種
澁
味
の
あ
る
調
子
が
全
體
を
支
配
し
て
ゐ
る
」と
し
た17
。
な
お
吉
川
霊
華
は
今
の
日
本
美
術
院
に
は
ふ
た
つ
の
潮
流
が
あ
り
、
ひ
と

つ
は
古
典
的
基
調
の
上
に
何
物
か
を
求
め
、
も
う
ひ
と
つ
は
洋
画
的
基
調
に
立
っ
て
精
緻
な
写
生
に
自
然
の
再
現
を
企
て
る
と
指
摘

し
た18
。
他
の
評
で
も
、当
時
の
日
本
画
全
般
に
適
用
で
き
る
新
傾
向
と
し
て
、写
実
的
立
場
に
立
っ
て
対
象
の
真
を
捉
え
よ
う
と
す
る

自
然
主
義
的
運
動
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
あ
る19
。
藤
井
の
作
品
も
こ
の
自
然
主
義
に
分
類
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
小
宮
の
指
摘

す
る
と
お
り
、
自
然
観
察
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
装
飾
性
が
強
く
出
た
表
現
で
あ
る
。

第
八
回
日
本
美
術
院
試
作
展
覧
会
出
品
一
覧

　
藤
井
は
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
三
月
二
〇
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
日
本
橋
の
三
越
呉
服
店
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
日
本
美
術
院

試
作
展
覧
会
に
も
入
選
し
た
。
入
選
総
数
は
絵
画
五
六
点
、
彫
塑
一
八
点
で
あ
っ
た20
。
こ
の
展
覧
会
は
四
月
七
日
か
ら
一
五
日
に
は

京
都
市
公
会
堂
へ
、
四
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
に
は
新
潟
県
商
品
陳
列
所
に
巡
回
し
た
。
主
な
出
品
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
絵
画

入
選
作
品

青
木
し
づ《
草
花
》、
東
克
己《
僧
院
の
夕
》、
荒
井
紫
雨《
野
聖
桃
水
》、
井
上
白
楊《
人
魚
》、
茨
木
杉
風（
芳
太
郎
）《
親
を
待
つ
子

供
等
》、
大
塚
晃
峻《
曉
》、
小
川
千
甕《
井
》、
荻
野
巒
山《
秋
》、
奥
村
藻
山《
向
陽
鳥
》、
奥
村
命
兒《
ト
マ
ト
》、
小
倉（
溝
上
）遊
亀

《
靜
物
》、
堅
山
南
風《
白
梅
》、
加
藤
淘
綾《
粟
》、
郷
倉
千
靭《
雜
草
の
秋
》（
院
賞
）、《
霜
枯
の
徑
》、
小
林
柯
白《
陽
春
》、
坂
慶
山

《
乙
姫
》、酒
井
三
良《
初
霜
》（
院
賞
）、白
山
春
邦《
荒
圃
》、杉
本
真
随《
日
宮
殿
の
后
》、鈴
木
け
ん
子《
春
日
》、関
谷
善
信《
山
茶

花
》、
高
橋
印
波《
柘
榴
》、
田
中
青
坪（
文
雄
）《
早
春
》、
西
村
青
帰《
山
の
夕
》《
赤
門
》、
野
原
慶
子《
菊
》、
平
野
源
作《
冬
の
芦
の

湖
》《
晩
秋
の
朝
》、
藤
井
達
吉《
尾
花
の
卷
》、
藤
井
白
映《
夏
日
》、
保
尊
霊
水《
晩
秋
》、
松
平
春
樹《
丘
》《
早
春
の
丘
》、
村
井
秀

啓《
水
仙
》、
山
中
神
風《
南
天
》、
和
田
東
明《
梅
》

同
人
出
品

荒
井
寛
方《
魔
利
支
天
》《
鶴
》、
小
川
芋
銭《
朧
夜
》、
小
茂
田
青
樹《
灘
小
屋
》、
川
端
龍
子《
早
春
》、
北
野
恒
富《
大
原
女
》、
木
村

武
山《
慈
母
観
音
》《
雪
中
の
雉
子
》、
下
村
観
山《
迷
悟
》、
真
道
黎
明《
五
顆
之
柘
榴
》、
冨
田
溪
仙《
西
行
櫻
》、
長
野
草
風《
さ
ゝ

浮
仙
》、
小
林
古
径（
新
潟
）《
罌
粟
》、
前
田
青
邨（
岐
阜
）《
遊
魚
》、
大
智
勝
観（
愛
媛
）《
幽
窓
》、
冨
田
溪
仙（
福
岡
）《
八
瀨
の
春
》

《
小
原﹇
大
原
﹈の
秋
》、
中
村
岳
陵（
静
岡
）《
輪
𢌞
物
語（
歡
生
・
修
羅
・
夢
魔
・
沒
落
・
妄
執
・
寂
光
）》、
荒
井
寛
方（
栃
木
）《
光

輪
》、
山
村
耕
花（
東
京
）《
江
南
七
趣（
西
湖
高
莊
・
上
海
十
六
舗
・
雷
峰
白
雲
・
黃
浦
江
の
雨
・
留
園
雨
後
・
九
江
夕
照
・
秦
淮

の
夕
）》、筆
谷
等
観（
北
海
道
）《
苦
行
よ
り
成
道
へ
》、長
野
草
風（
東
京
）《
岡
阜
濛
雨
》《
深
苑
鳥
語
》、橋
本
静
水（
広
島
）《
四
季

（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）》、
小
川
芋
銭（
東
京
）《
山
彥
の
谷
》、
北
野
恒
富（
石
川
）《
茶
茶
》、
速
水
御
舟（
東
京
）《
溪
泉
二
圖
》《
菊
》

﹇
菊
花
図
﹈、
川
端
龍
子（
和
歌
山
）《
火
生（
日
本
武
尊
）》

一
般
入
選
（
姓
・
名
五
十
音
順
）

朝
井
観
波（
東
京
）《
麥
刈
る
女
》、井
上
白
楊（
東
京
）《
飈
風
の
下
に
》、小
川
千
甕（
京
都
）《
田
面
の
雪
》《
靑
田
》、落
合
朗
風（
東

京
）《
牛
》﹇
肥
牛
﹈、小
茂
田
青
樹（
埼
玉
）《
出
雲
江
角
港
》、加
藤
淘
綾（
神
奈
川
）《
呪
縛
さ
れ
た
る
魔
神
》、木
下
春（
福
島
）《
桃
》、

黒
田
古
郷（
東
京
）《
葡
萄
》、
郷
倉
千
靭（
富
山
）《
地
上
の
春
》、
小
林
柯
白（
大
阪
）《
道
頓
堀
の
夜
》、
小
山
大
月（
東
京
）《
桃
春
》、

近
藤
浩
一
路（
山
梨
）《
十
二
橋
》《
八
郎
潟
》《
蓮
分
舟
》《
夏
山
路
》、
酒
井
三
良（
福
島
）《
災
神
を
燒
く
殘
雪
の
夜
》、
田
口
黄
葵

（
東
京
）《
冬
眠
》、
丹
阿
彌
岩
吉（
東
京
）《
百
日
紅
》、
富
取
風
堂（
東
京
）《
北
國
の
冬
》、
橋
本
永
邦（
東
京
）《
水
鄕
の
夏
》、
藤
井

達
吉（
愛
知
）《
山
芍
薬
》、
四
田
観
水（
愛
媛
）《
高
原
の
夕
》

○
彫
塑

同
人
（
同
人
推
挙
順
）

平
櫛
田
中（
岡
山
）《
降
魔
》、
吉
田
白
嶺（
東
京
）《
散
華
》、
藤
井
浩
佑（
東
京
）《
鏡
に
向
て
》《
浴
》《
座
せ
る
女
》、
下
村
清
時（
和

歌
山
）《
太
子
像
》

一
般
入
選
（
姓
・
名
五
十
音
順
）

荒
川
友
山（
鳥
取
）《
李
下
》、
石
戸
谷
剛（
青
森
）《
時
劫
》、
川
上
邦
世（
東
京
）《
孔
子
像
》《
種
牛
》《
妙
音
》《
虎
》、
喜
多
武
四
郎

（
東
京
）《
K
君
の
肖
像
》、
木
村
五
郎（
東
京
）《
簸
の
川
上
に
於
け
る
素
盞
雄
命
》《
習
作
》、
杉
本
宗
一（
静
岡
）《
習
作
》、
鈴
木
文

造（
宮
城
）《
エ
ス
キ
ー
ス
》、
武
井
直
也（
長
野
）《
O
婦
人
》、
田
中
正
太
郎（
東
京
）《
肖
像
》、
寺
瀬
黙
山（
長
野
）《
鏡
裏
》、
長
谷

川
亮《
少
女
の
顏
》、
堀
義
二（
山
口
）《
鏡
を
持
つ
少
女
》、
松
原
岳
南（
奈
良
）《
う
た
の
終
り
》、
山
本
豊
市（
豊
一
）（
東
京
）《
胴15
》

　
藤
井
達
吉
の《
山
芍
薬
》（fi g.1

）に
つ
い
て
は
、
小
宮
豊
隆
と
津
田
青
楓
に
よ
る
評
が
あ
る
。
小
宮
は「
山
芍
薬
に
特
に
强
調
し
な
い

で
外
の
草
木
を
も
一
杯
に
描
い
て
了
つ
た
所
が
面
白
い
。
全
體
の
色
の
調
子
も
心
持
が
好
い
。
唯
眞
ん
中
の
岩
の
樣
な
も
の
と
其
上

に
這
上
が
つ
て
ゐ
る
草
と
が
、
何
と
な
く
拵
へ
も
の
め
い
て
映
つ
て
來
る
の
は
何
う
し
た
事
か
。
材
料
が
ご
た
〳
〵
多
す
ぎ
る
と
云

つ
て
非
難
し
た
者
も
あ
る
樣
だ
が
、
私
は
丸
で
其
反
對
を
考
へ
る
。
是
は
此
儘
で
立
派
な
高
價
な
織
物
の
模
樣
で
あ
る
」と
書
い
た16
。

fi g.1 藤井達吉《山芍薬》大正10年　
岡崎市美術館蔵

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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そ
し
て
津
田
は「
全
體
に
い
ぢ
け
た
や
う
な
感
が
す
る
。
色
か
ら
く
る
全
體
の
感
覺
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
た
せ
い
か
、
何
と
な
く
元
氣

が
乏
し
い
。
矢
張
り
氏
の
工
藝
の
製
作
が
矢
張
り
刀
の
切
れ
工
合
重
き
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
に
筆
觴
に
重
き
を
置
く
こ

と
も
こ
の
種
の
畫
に
は
最
も
必
要
な
條
件
と
思
ふ
。
色
彩
に
は
可
成
り
苦
心
が
し
て
あ
る
よ
う
に
見
受
け
る
。
そ
し
て
氏
ら
し
い
一

種
澁
味
の
あ
る
調
子
が
全
體
を
支
配
し
て
ゐ
る
」と
し
た17
。
な
お
吉
川
霊
華
は
今
の
日
本
美
術
院
に
は
ふ
た
つ
の
潮
流
が
あ
り
、
ひ
と

つ
は
古
典
的
基
調
の
上
に
何
物
か
を
求
め
、
も
う
ひ
と
つ
は
洋
画
的
基
調
に
立
っ
て
精
緻
な
写
生
に
自
然
の
再
現
を
企
て
る
と
指
摘

し
た18
。
他
の
評
で
も
、当
時
の
日
本
画
全
般
に
適
用
で
き
る
新
傾
向
と
し
て
、写
実
的
立
場
に
立
っ
て
対
象
の
真
を
捉
え
よ
う
と
す
る

自
然
主
義
的
運
動
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
あ
る19
。
藤
井
の
作
品
も
こ
の
自
然
主
義
に
分
類
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
小
宮
の
指
摘

す
る
と
お
り
、
自
然
観
察
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
装
飾
性
が
強
く
出
た
表
現
で
あ
る
。

第
八
回
日
本
美
術
院
試
作
展
覧
会
出
品
一
覧

　
藤
井
は
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
三
月
二
〇
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
日
本
橋
の
三
越
呉
服
店
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
日
本
美
術
院

試
作
展
覧
会
に
も
入
選
し
た
。
入
選
総
数
は
絵
画
五
六
点
、
彫
塑
一
八
点
で
あ
っ
た20
。
こ
の
展
覧
会
は
四
月
七
日
か
ら
一
五
日
に
は

京
都
市
公
会
堂
へ
、
四
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
に
は
新
潟
県
商
品
陳
列
所
に
巡
回
し
た
。
主
な
出
品
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
絵
画

入
選
作
品

青
木
し
づ《
草
花
》、
東
克
己《
僧
院
の
夕
》、
荒
井
紫
雨《
野
聖
桃
水
》、
井
上
白
楊《
人
魚
》、
茨
木
杉
風（
芳
太
郎
）《
親
を
待
つ
子

供
等
》、
大
塚
晃
峻《
曉
》、
小
川
千
甕《
井
》、
荻
野
巒
山《
秋
》、
奥
村
藻
山《
向
陽
鳥
》、
奥
村
命
兒《
ト
マ
ト
》、
小
倉（
溝
上
）遊
亀

《
靜
物
》、
堅
山
南
風《
白
梅
》、
加
藤
淘
綾《
粟
》、
郷
倉
千
靭《
雜
草
の
秋
》（
院
賞
）、《
霜
枯
の
徑
》、
小
林
柯
白《
陽
春
》、
坂
慶
山

《
乙
姫
》、酒
井
三
良《
初
霜
》（
院
賞
）、白
山
春
邦《
荒
圃
》、杉
本
真
随《
日
宮
殿
の
后
》、鈴
木
け
ん
子《
春
日
》、関
谷
善
信《
山
茶

花
》、
高
橋
印
波《
柘
榴
》、
田
中
青
坪（
文
雄
）《
早
春
》、
西
村
青
帰《
山
の
夕
》《
赤
門
》、
野
原
慶
子《
菊
》、
平
野
源
作《
冬
の
芦
の

湖
》《
晩
秋
の
朝
》、
藤
井
達
吉《
尾
花
の
卷
》、
藤
井
白
映《
夏
日
》、
保
尊
霊
水《
晩
秋
》、
松
平
春
樹《
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》《
早
春
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丘
》、
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秀
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水
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同
人
出
品
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潟
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岐
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岡
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》
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原
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光
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の
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・
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後
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の
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》、木
下
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》、
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葡
萄
》、
郷
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）《
地
上
の
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柯
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大
阪
）《
道
頓
堀
の
夜
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小
山
大
月（
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十
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災
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眠
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》
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岡
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佑（
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）《
鏡
に
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て
》《
浴
》《
座
せ
る
女
》、
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村
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和
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）《
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時
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世（
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京
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種
牛
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四
郎

（
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）《
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の
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》、
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に
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》、
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岡
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作
》、
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エ
ス
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ス
》、
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井
直
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》、
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正
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郎（
東
京
）《
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像
》、
寺
瀬
黙
山（
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野
）《
鏡
裏
》、
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の
顏
》、
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）《
鏡
を
持
つ
少
女
》、
松
原
岳
南（
奈
良
）《
う
た
の
終
り
》、
山
本
豊
市（
豊
一
）（
東
京
）《
胴15
》
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山
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と
津
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青
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に
よ
る
評
が
あ
る
。
小
宮
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に
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强
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な
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木
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も
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描
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了
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た
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が
面
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。
全
體
の
色
の
調
子
も
心
持
が
好
い
。
唯
眞
ん
中
の
岩
の
樣
な
も
の
と
其
上

に
這
上
が
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て
ゐ
る
草
と
が
、
何
と
な
く
拵
へ
も
の
め
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映
つ
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來
る
の
は
何
う
し
た
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か
。
材
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が
ご
た
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〵
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す
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と
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非
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た
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も
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が
、
私
は
丸
で
其
反
對
を
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な
高
價
な
織
物
の
模
樣
で
あ
る
」と
書
い
た16
。

fi g.1 藤井達吉《山芍薬》大正10年　
岡崎市美術館蔵

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉



10

研
究
紀
要

11

研
究
紀
要

蔭
嬉
遊
圖
》、
荒
井
寛
方（
栃
木
）《
樂
土
》、
山
村
耕
花（
東
京
）《
壺
三
ツ（
其
一
・
其
二
・
其
三
）》、
長
野
草
風（
東
京
）《
雙
鶴
》、

橋
本
静
水（
広
島
）《
豐
公（
其
一
・
其
二
・
其
三
）》、
小
川
芋
銭（
東
京
）《
沼
地
四（
檜
原
・
鱛
取
り
・
小
鰕
漁
・
家
鴨
小
屋
）》﹇
沼

四
題
﹈、
速
水
御
舟（
東
京
）《
廣
庭
立
夏
》、
川
端
龍
子（
和
歌
山
）《
つ
の
づ
き
の
卷（
越
後
二
十
村
行
事
）》《
庭
上
印
象（
春
・
夏
・

秋
・
冬
）》、
真
道
黎
明（
熊
本
）《
柘
榴
》、
近
藤
浩
一
路（
山
梨
）《
番
小
屋
》《
案
山
子
》、
小
茂
田
青
樹（
埼
玉
）《
母
子
の
雀
》《
ポ

ン
ポ
ン
ダ
リ
ヤ
》、
橋
本
永
邦（
東
京
）《
邯
鄲
》

一
般
入
選
（
姓
・
名
五
十
音
順
）

石
山
太
柏（
山
形
）《
梅
咲
く
吉
野
村
》、
茨
木
杉
風（
芳
太
郎
）（
滋
賀
）《
八
木
節
》、
牛
田
鷄
村（
神
奈
川
）《
は
こ
ね
の
山
》、
大
塚

烏
月（
富
山
）《
稱
名
峽
》、
大
林
千
萬
樹（
岡
山
）《
紅
粧
》、
小
川
千
甕（
京
都
）《
朝
明
の
霞
》《
□
畔
》《
暮
春
の
日
》《
お
ぼ
ろ
夜
》、

帰
山
阡
蒼（
千
蒼
）（
新
潟
）《
花
柘
榴
》、
堅
山
南
風（
熊
本
）《
桃
》《
柘
榴
》、
郷
倉
千
靭（
富
山
）《
村
童
三
題（
竹
馬
・
繩
飛
・
凧
上

げ
）》《
西
瓜
畑
》、
小
林
柯
白（
大
阪
）《
山
》、
斎
藤
龍
江（
東
京
）《
草
原
の
夏
》、
酒
井
三
良（
福
島
）《
春
耕
》《
温
泉
》、
高
橋
印
波

《
深
翠
》、
富
取
風
堂（
東
京
）《
芍
藥
》、
橋
本
秀
洞（
栃
木
）《
燻
製
の
鮭
と
鰊
》、
藤
井
達
吉（
愛
知
）《
櫻
》、
保
尊
霊
水（
長
野
）《
石

灰
燒
》、
松
尾
晃
華（
福
岡
）《
暮
沼
》、
山
中
神
風(

熊
本
）《
後
庭
に
て
》、
和
田
東
明（
新
潟
）《
梅
》

○
彫
塑

同
人
（
同
人
推
挙
順
）

平
櫛
田
中（
岡
山
）《
聖
典
》＊
大
阪
展
の
み
出
品
、
佐
藤
朝
山（
福
島
）《
木
花
咲
耶
姬
》、
藤
井
浩
佑（
東
京
）《
春
》《
水
浴
》《
萠
え

出
る
蕨
》《
浴
泉
》、
石
井
鶴
三（
東
京
）《
相
撲
》

一
般
入
選
（
姓
・
名
五
十
音
順
）

浅
野
孟
府（
東
京
）《
頭
》、石
戸
谷
剛（
青
森
）《
睡
蓮
》、神
田
古
畔《
白
蓮
》、杵
谷
精
一（
鳥
取
）《
首
》、木
村
五
郎（
東
京
）《
習
作
》、

斎
藤
瑞
峻《
驀
然
打
發
》、
杉
本
宗
一（
静
岡
）《
靑
春
》、
武
井
直
也（
長
野
）《
大
村
氏
の
像
》、
中
島
武（
東
京
）《
女
》、
中
村
米
蔵

《
男
の
ト
ル
ソ
ー
》、
橋
本
平
八（
三
重
）《
猫
》、
ア
ル
フ
ェ
オ
・
フ
ァ
ッ
ギ（
イ
タ
リ
ア
）《
詩
人
野
口
米
次
郎
の
顏
》、
松
原
岳
南

（
奈
良
）《
豆
糟
運
び
》、
山
本
豊
市（
豊
一
）（
東
京
）《
男
の
首
》

　
藤
井
の
出
品
作《
櫻
》（fi g. 2

）を
、
小
宮
豊
隆
は
次
の
よ
う
に
評
し
た
。｢

藤
井
逹
吉
君
の｢

櫻｣

は
面
白
い
。
外
に
豐
太
閣
か
何
か
を

か
い
た
屏
風
だ
つ
た
か
に
櫻
の
花
を
か
い
て
あ
つ
た
が
あ
の
櫻
と
此
の｢

櫻｣

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
あ
の
櫻
は
型
の
櫻
を
か

い
た
も
の
で
あ
る
。
此｢

櫻｣

は
生
き
た
櫻
を
か
い
た
も
の
で
あ
る
。
此｢

櫻｣

に
は
櫻
の
花
び
ら
の
持
つ
て
ゐ
る
光
り
ま
で
が
か
い
て

あ
る
。
さ
う
し
て
其
光
り
の
ニ
ユ
ア
ン
ス
を
加
減
す
る
事
に
よ
つ
て
、
描
か
れ
た
櫻
の
花
全
体
に
立
体
的
な
イ
リ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
が
興

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
左
の
端
に
配
置
さ
れ
た
檜
か
何
か
の
若
木
も
可
い
。
さ
う
し
て
全
体
の
色
調
に
燻
し
が
か
け
て
あ
る
か
ら
、
派
手

げ
》、
橋
本
永
邦《
春
》、
山
村
耕
花《
春
駒（
菊
之
丞
・
富
三
郎
）》、
横
山
大
観《
朝
霧
》

○
彫
塑

入
選
作
品

大
橋
敏
男《
子
守
》、
喜
多
武
四
郎《
習
作
》、
木
村
五
郎《
女
兒
歩
行
》、
杉
本
宗
一《
女
》、
鈴
木
文
造《
習
作
》、
田
中
正
太
郎《
自

像
》、寺
瀬
黙
山《
古
武
士
》（
院
賞
）、中
島
武《
肖
像
》（
院
賞
）、中
村
米
蔵《
習
作
》、古
屋
源
雄《
農
家
の
女
》、山
本
豊
市（
豊
一
）

《
女
》

同
人
出
品

石
井
鶴
三《
雪
國
の
女
》、
戸
張
孤
雁《
ト
ル
ソ
ー
》、
平
櫛
田
中《
制
作
》、
藤
井
浩
祐《
猫
》、
吉
田
白
嶺《
説
法21
》

　
藤
井
の
出
品
作《
尾
花
の
卷
》に
つ
い
て
、
石
川
帛
水
が｢

藤
井
逹
吉
氏
の『
尾
花
の
卷
』は
瀟
洒
愛
す
べ
き
も
の
、
筆
致
も
輕
妙
を
極

め
て
ゐ
る｣

と
評
し
て
い
る22
。
平
澤
大
暲
は
本
展
で
日
本
美
術
院
が
従
来
よ
り
程
度
を
上
げ
、
院
外
の
作
家
を
採
用
し
た
こ
と
な
ど
の

春
の
試
作
展
充
実
の
努
力
を
多
と
し
な
が
ら
も
、
重
き
を
な
す
の
が
同
人
の
作
で｢

一
般
入
選
に
は
際
立
っ
て
優
れ
た
も
の
が
な
く
、

人
無
し
の
嘆
に
堪
へ
な
い｣

と
辛
口
で
あ
る23
。
そ
し
て
草
土
社
の
悪
影
響
な
ど
の
時
代
の
流
れ
が
及
ん
で
い
る
と
書
き
、
速
水
御
舟
や

小
茂
田
青
樹
の
影
響
で
い
わ
ゆ
る
細
線
描
写
が
非
常
に
増
え
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

再
興
第
九
回
日
本
美
術
院
展
覧
会﹇
大
正
一
一
年
﹈出
品
一
覧

　
藤
井
が
三
回
目
に
出
品
し
た
展
覧
会
は
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
九
月
五
日
か
ら
九
月
二
九
日
ま
で
竹
の
台
陳
列
館
で
行
わ
れ
た

再
興
第
九
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
で
あ
る
。
八
月
二
五
日
か
ら
二
八
日
ま
で
に
受
け
付
け
ら
れ
た
作
品
は
絵
画
三
三
一
点
、
彫
塑
八

九
点
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
入
選
し
た
の
は
絵
画
が
二
〇
人
二
八
点
、
彫
塑
が
一
四
人
一
四
点
で
あ
っ
た
。
岡
崎
公
園
第
二
勧
業
館
で

の
京
都
展
は
一
〇
月
一
三
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
、
大
阪
府
商
品
陳
列
所
で
の
大
阪
展
は
一
一
月
九
日
か
ら
一
九
日
ま
で
開
催
さ

れ
た24
。

○
日
本
画

同
人
（
同
人
推
挙
順
）

横
山
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茨
城
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夜
》、
下
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和
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山
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德
丸
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茨
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女
》、
大
智
勝
観（
愛
媛
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四
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映
・
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映
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映
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冨
田
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岡
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火
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岬
》、
中
村
岳
陵（
静
岡
）《
綠

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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作
品

大
橋
敏
男《
子
守
》、
喜
多
武
四
郎《
習
作
》、
木
村
五
郎《
女
兒
歩
行
》、
杉
本
宗
一《
女
》、
鈴
木
文
造《
習
作
》、
田
中
正
太
郎《
自

像
》、寺
瀬
黙
山《
古
武
士
》（
院
賞
）、中
島
武《
肖
像
》（
院
賞
）、中
村
米
蔵《
習
作
》、古
屋
源
雄《
農
家
の
女
》、山
本
豊
市（
豊
一
）

《
女
》

同
人
出
品

石
井
鶴
三《
雪
國
の
女
》、
戸
張
孤
雁《
ト
ル
ソ
ー
》、
平
櫛
田
中《
制
作
》、
藤
井
浩
祐《
猫
》、
吉
田
白
嶺《
説
法21
》

　
藤
井
の
出
品
作《
尾
花
の
卷
》に
つ
い
て
、
石
川
帛
水
が｢

藤
井
逹
吉
氏
の『
尾
花
の
卷
』は
瀟
洒
愛
す
べ
き
も
の
、
筆
致
も
輕
妙
を
極

め
て
ゐ
る｣

と
評
し
て
い
る22
。
平
澤
大
暲
は
本
展
で
日
本
美
術
院
が
従
来
よ
り
程
度
を
上
げ
、
院
外
の
作
家
を
採
用
し
た
こ
と
な
ど
の

春
の
試
作
展
充
実
の
努
力
を
多
と
し
な
が
ら
も
、
重
き
を
な
す
の
が
同
人
の
作
で｢

一
般
入
選
に
は
際
立
っ
て
優
れ
た
も
の
が
な
く
、

人
無
し
の
嘆
に
堪
へ
な
い｣

と
辛
口
で
あ
る23
。
そ
し
て
草
土
社
の
悪
影
響
な
ど
の
時
代
の
流
れ
が
及
ん
で
い
る
と
書
き
、
速
水
御
舟
や

小
茂
田
青
樹
の
影
響
で
い
わ
ゆ
る
細
線
描
写
が
非
常
に
増
え
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

再
興
第
九
回
日
本
美
術
院
展
覧
会﹇
大
正
一
一
年
﹈出
品
一
覧

　
藤
井
が
三
回
目
に
出
品
し
た
展
覧
会
は
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
九
月
五
日
か
ら
九
月
二
九
日
ま
で
竹
の
台
陳
列
館
で
行
わ
れ
た

再
興
第
九
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
で
あ
る
。
八
月
二
五
日
か
ら
二
八
日
ま
で
に
受
け
付
け
ら
れ
た
作
品
は
絵
画
三
三
一
点
、
彫
塑
八

九
点
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
入
選
し
た
の
は
絵
画
が
二
〇
人
二
八
点
、
彫
塑
が
一
四
人
一
四
点
で
あ
っ
た
。
岡
崎
公
園
第
二
勧
業
館
で

の
京
都
展
は
一
〇
月
一
三
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
、
大
阪
府
商
品
陳
列
所
で
の
大
阪
展
は
一
一
月
九
日
か
ら
一
九
日
ま
で
開
催
さ

れ
た24
。

○
日
本
画

同
人
（
同
人
推
挙
順
）

横
山
大
観（
茨
城
）《
夜
》、
下
村
観
山（
和
歌
山
）《
天
心
先
生
》《
俊
德
丸
》、
木
村
武
山（
茨
城
）《
迦
樓
羅
王
》、
安
田
靫
彦（
東
京
）

《
二
少
女
》、
大
智
勝
観（
愛
媛
）《
雨
季
四
題（
白
映
・
夕
映
・
早
映
）》、
冨
田
溪
仙（
福
岡
）《
漁
火
》《
岬
》、
中
村
岳
陵（
静
岡
）《
綠

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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○
絵
画

入
選
作
品

相
原
大
●《
春
近
し
》《
淺
春
》、相
山
清
三
郎《
鳥
》、秋
元
節
郎《
風
景
》、跡
部
白
烏《
早
春
の
海
》《
冬
の
竹
藪
》、安
西
正
男《
鯖
》、

安
西
嬉
男《
代
々
木
》、生
田
花
朝《
聽
聞
》、伊
坂
朝
雄《
蕪
菁
菜
》、石
塚
翰《
梅
》、井
上
白
楊《
牛
》、茨
木
杉
風（
芳
太
郎
）《
玉
乗

り
》、岩
岡
と
も
枝《
猫
》、鴛
海
旺《
湖
村
の
朝
》、大
塚
晃
峻《
斑
鳩
村
》、小
川
千
甕《
鳥
》、奥
村
土
牛《
柿
》、奥
村
玲
瓏《
猫
》、小

倉（
溝
上
）遊
亀《
菊
》、
小
合
友
之
助《
店
》、
尾
内
仲
次《
早
春
の
河
原
》、
小
野
竹
桃《
丘
の
家
》、
帰
山
阡
蒼（
千
蒼
）《
椿
》、
堅
山

南
風《
金
鱗
》《
雲
雀
》、加
藤
淘
綾《
蜜
紺
》、加
納
静
志《
綾
子
》、川
邊
菊
久（
菊
次
郎
）《
紫
蕚
》、梯
千
原《
草
叢
》、北
野
以
悦《
異

國
》、
久
保
光
栄《
菊
》、
黒
田
古
郷《
叭
々
鳥
》、
郷
倉
千
靭《
野
鼠
》（
院
賞
）《
雛
》、
幸
田
邦
次
郎《
婦
人
》、
小
猿
雪
堂《
夜
の
梅
》

《
小
夜
の
中
山
》、小
島
米
舟《
山
茶
花
》、児
玉
素
行《
沼
畔
夜
雪
》、小
寺
芳
子《
椿
》、小
林
柯
白《
高
圓
山
》《
二
上
山
》《
三
輪
山
》、

小
山
大
月《
枯
薄
》、
坂
慶
山《
壺
の
花
》、
酒
井
三
良《
殘
照
》《
春
は
き
つ
れ
ど
》、
佐
々
木
九
閑《
雨
》、
佐
々
木
蕉
月《
椿
》、
佐
藤

虹
羊《
黄
昏
》、杉
本
眞
随《
廢
寺
》、鈴
木
麻
古
等《
夕
陽
》、鈴
木
厲
子《
郊
外
冬
景
》、関
谷
善
信《
青
木
》《
初
秋
》、高
島
雲
峰《
或

る
友
人
の
家
》、高
橋
印
波《
辨
天
堂
》《
八
手
》、高
橋
聖
華《
山
梔
》、高
橋
萬
年《
雨
》、高
橋
蘆
山《
冬
の
朝
》、高
増
啓
蔵《
山
鳩
》、

多
胡
白
峰《
早
春
》、
田
中
青
坪（
文
雄
）《
少
女
》（
院
賞
）、
田
中
湛
水（
松
平
）《
秋
庭
》、
鶴
田
吾
郎《
春
光
照
影
》、
東
郷
瞳
曄《
柘

榴
》、中
曾
根
波
兒
芽（
一
）《
月
は
落
ち
て
行
く
》、中
村
清
貞《
仙
女
》（
院
賞
）、中
村
泰
山《
新
高
雄
の
秋
》、名
取
光
珠《
柿
》、奈

良
虚
白《
靜
物
》、
野
生
司
香
雪《
秋
刀
魚
》、
野
田
文
雄《
少
女
》、
橋
本
秀
洞《
猫
》、
橋
本
秀
邦《
空
也
上
人
》、
針
間
と
め
子《
蜜

柑
》、
平
林
大
虚《
雪
ふ
る
日
》《
茄
子
畑
》、
福
田
豊
白《
は
な
び
ら
の
か
げ
》、
藤
井
達
吉《
吉
野
の
奥
》、
藤
井
白
映《
少
女
》《
田

舎
》、
藤
田
圭
之
助《
兎
》、
古
川
素
水《
曇
り
日
》、
古
荘
肇
成《
鳩
》、
別
役
月
乃《
爪
》、
星
加
雪
乃《
茄
子
》、
保
尊
霊
水《
開
墾
地
》、

堀
内
廣
堂《
牛
車
》、
本
郷
越
嶺《
川
開
》、
松
尾
晃
華《
國
分
村
の
秋
》、
松
尾
潮
幹《
寒
空
》、
松
坂
春
久《
花
鳥
》、
松
澤
來
居《
遊

里
》、
松
平
春
樹《
早
春
の
伊
豆
》、
松
永
正
路《
近
郊
小
景
》、
松
久
休
光《
コ
ー
チ
ン
》、
宮
田
隆
子《
ほ
ほ
づ
き
》、
村
井
秀
啓《
冬

の
丘
》、
村
上
次
郎《
微
風
》、
森
田
才
一《
蟹
》、
山
崎
歌
子《
ダ
リ
ヤ
》、
吉
川
朝
衣《
蜀
黍
》、
四
田
観
水《
雨
後
の
夕
》《
殘
雪
》、
和

田
東
明《
菊
》

同
人
出
品

大
智
勝
観《
曉
山
の
雪
》、
小
川
芋
銭《
白
雲
想
》、
川
端
龍
子《
ば
せ
を
翁
》、
木
村
武
山《
鷹
》、
近
藤
浩
一
路《
凍
池
》、
下
村
観
山

《
獨
釣
》、
真
道
黎
明《
葡
萄
》、
冨
田
渓
仙《
春
色
》、
長
野
草
風《
●
》、
中
村
岳
陵《
七
面
鳥
》、
橋
本
永
邦《
餌
奪
ひ
》、
橋
本
静
水

《
鯛
》、
横
山
大
観《
茶
梅
》《
雨
》

○
彫
塑

入
選
作
品

な
櫻
が
、
浮
わ
浮
わ
せ
ず
に
、
落
つ
い
て
人
に
訴
へ
て
來
る
―
―
た
ゞ
不
滿
な
の
は
左
下
の
岩
と
水
と
の
様
式
並
び
に
其
配
合
一
般

で
あ
る
。
あ
ゝ
い
ふ
櫻
を
か
い
て
ゐ
な
が
ら
、な
ぜ
か
う
い
ふ
岩
と
か
う
い
ふ
水
と
の
か
き
方
を
す
る
の
か
、一
般
的
に
云
つ
て
岩
と

水
と
を
此
所
に
配
合
す
る
必
要
が
何
所
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
畫
面
全
体
か
ら
云
へ
ば
重
要
な
役
目
を
勤
め
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い

が
、重
要
な
役
目
を
勤
め
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
丈
に
私
に
は
氣
に
な
る
。
藤
井
君
に
限
ら
ず
一
般
の
模
樣
畫
家
は
、何
が
な
し
に
何
も

な
い
空
間
に
堪
え
得
な
い
と
い
ふ
や
う
な
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
何
も
な
い
空
間
の
持
ち
得
る
味
と
い
ふ
も
の
に
就
い
て
、

模
樣
畫
家
は
硏
究
も
利
用
も
足
り
な
い
と
い
ふ
や
う
な
事
が
あ
り
は
し
な
い
か25｣

小
宮
は
画
面
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
描
い
て
い
る

点
を
取
り
上
げ
、
藤
井
を
模
様
画
家
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
藤
井
を
ま
ず
工
芸
家
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
な
お『
中
外
商
業
新
報
』記
者
は
展
覧
会
全
体
に
つ
い
て
展
示
室
ご
と
に
言
及
す
る
中
で
、｢

第
六
室

　
に
入
る
と
川
端
龍
子
氏

の｢

庭
上
印
象｣

四
題
が
ド
レ
も
面
白
い
、
藤
井
逹
吉
氏
の｢

櫻｣

は
六
曲
一
双
の
大
作
で
屏
風
一
面
に
山
櫻
を
描
い
て
あ
る
、
又
新
入

選
者
橋
本
秀
洞
氏
の｢

燻
製
の
鮭
と
鰊｣

は
實
物
を
見
る
や
う
だ
、
總
じ
て
同
人
の
他
に
追
随
を
許
さ
ぬ
大
家
振
り
も
流
石
と
思
は
せ

る
け
れ
ど
そ
れ
は
骨
格
の
や
う
な
も
の
で
新
入
選
者
の
溌
剌
た
る
作
品
が
美
術
院
と
し
て
の
血
で
あ
り
肉
で
あ
る
こ
と
が
泌
々
と
感

じ
ら
れ
る26｣
と
書
い
た
。《
櫻
》は
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
下
絵
と
さ
れ
る
二
曲
一
隻
屏
風《
桜
図
》（fi g. 3

）が
愛
知

県
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る27
。

　
下
村
観
山
が《
天
心
先
生
》を
出
品
し
た
再
興
第
九
回
院
展
は
創
立
二
五
周
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
展
覧
会
の
総
評
で
も
そ
れ
を
意

識
し
て
創
立
者
岡
倉
天
心
の
重
要
性
や
大
観
・
観
山
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
い
し
革
新
性
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い28
。

川
路
柳
紅
は
、美
術
院
の
理
想
が
写
実
美
や
現
実
感
よ
り
理
想
美
、超
越
感
に
あ
り
、そ
れ
が
天
心
の
理
想
主
義
に
胚
胎
す
る
と
指
摘

し
、
そ
れ
が
一
般
の
人
々
の
生
活
感
情
か
ら
遠
い
点
を
問
題
視
し
て
い
る29
。
ま
た
坂
井
犀
水
は
院
展
が
官
設
の
帝
展
に
比
べ
て
自
由

度
が
高
い
上
、
戦
略
と
し
て
帝
展
に
対
し
て
挑
戦
的
態
度
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
気
持
ち
を
つ
か
み
、
精
選
主
義
の
緊
張
感

も
あ
い
ま
っ
て
今
日
の
隆
盛
に
つ
な
げ
た
、
と
分
析
し
た30
。
そ
し
て
藤
懸
静
也
は
新
し
い
傾
向
と
し
て
細
密
な
写
実
主
義
の
流
行
を

速
水
御
舟
や
富
取
風
堂
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
指
摘
し
、
行
き
過
ぎ
た
写
実
主
義
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
た
。
第
八
回
試
作

展
覧
会
の
評
と
同
様
、
速
水
御
舟
の
描
写
法
が
、
好
悪
の
別
は
と
も
あ
れ
、
相
当
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

第
九
回
日
本
美
術
院
試
作
展
覧
会
出
品
一
覧

　
最
後
に
藤
井
が
出
品
し
た
日
本
美
術
院
の
展
覧
会
は
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
三
月
一
五
日
か
ら
二
八
日
ま
で
竹
の
台
陳
列
館
で

開
か
れ
た
第
九
回
日
本
美
術
院
試
作
展
覧
会
で
あ
る
。
入
選
点
数
は
絵
画
一
〇
八
点
、彫
塑
九
点
で31
、四
月
一
日
か
ら
一
五
日
に
は
京

都
の
第
一
勧
業
館
で
展
観
さ
れ
た
。

fi g.2 藤井達吉《櫻》　『日本美術院百年史 五巻』 p. 474fi g.3 藤井達吉《桜図屏風》大正11年頃　愛知県美術館蔵

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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○
絵
画

入
選
作
品

相
原
大
●《
春
近
し
》《
淺
春
》、相
山
清
三
郎《
鳥
》、秋
元
節
郎《
風
景
》、跡
部
白
烏《
早
春
の
海
》《
冬
の
竹
藪
》、安
西
正
男《
鯖
》、

安
西
嬉
男《
代
々
木
》、生
田
花
朝《
聽
聞
》、伊
坂
朝
雄《
蕪
菁
菜
》、石
塚
翰《
梅
》、井
上
白
楊《
牛
》、茨
木
杉
風（
芳
太
郎
）《
玉
乗

り
》、岩
岡
と
も
枝《
猫
》、鴛
海
旺《
湖
村
の
朝
》、大
塚
晃
峻《
斑
鳩
村
》、小
川
千
甕《
鳥
》、奥
村
土
牛《
柿
》、奥
村
玲
瓏《
猫
》、小

倉（
溝
上
）遊
亀《
菊
》、
小
合
友
之
助《
店
》、
尾
内
仲
次《
早
春
の
河
原
》、
小
野
竹
桃《
丘
の
家
》、
帰
山
阡
蒼（
千
蒼
）《
椿
》、
堅
山

南
風《
金
鱗
》《
雲
雀
》、加
藤
淘
綾《
蜜
紺
》、加
納
静
志《
綾
子
》、川
邊
菊
久（
菊
次
郎
）《
紫
蕚
》、梯
千
原《
草
叢
》、北
野
以
悦《
異

國
》、
久
保
光
栄《
菊
》、
黒
田
古
郷《
叭
々
鳥
》、
郷
倉
千
靭《
野
鼠
》（
院
賞
）《
雛
》、
幸
田
邦
次
郎《
婦
人
》、
小
猿
雪
堂《
夜
の
梅
》

《
小
夜
の
中
山
》、小
島
米
舟《
山
茶
花
》、児
玉
素
行《
沼
畔
夜
雪
》、小
寺
芳
子《
椿
》、小
林
柯
白《
高
圓
山
》《
二
上
山
》《
三
輪
山
》、

小
山
大
月《
枯
薄
》、
坂
慶
山《
壺
の
花
》、
酒
井
三
良《
殘
照
》《
春
は
き
つ
れ
ど
》、
佐
々
木
九
閑《
雨
》、
佐
々
木
蕉
月《
椿
》、
佐
藤

虹
羊《
黄
昏
》、杉
本
眞
随《
廢
寺
》、鈴
木
麻
古
等《
夕
陽
》、鈴
木
厲
子《
郊
外
冬
景
》、関
谷
善
信《
青
木
》《
初
秋
》、高
島
雲
峰《
或

る
友
人
の
家
》、高
橋
印
波《
辨
天
堂
》《
八
手
》、高
橋
聖
華《
山
梔
》、高
橋
萬
年《
雨
》、高
橋
蘆
山《
冬
の
朝
》、高
増
啓
蔵《
山
鳩
》、

多
胡
白
峰《
早
春
》、
田
中
青
坪（
文
雄
）《
少
女
》（
院
賞
）、
田
中
湛
水（
松
平
）《
秋
庭
》、
鶴
田
吾
郎《
春
光
照
影
》、
東
郷
瞳
曄《
柘

榴
》、中
曾
根
波
兒
芽（
一
）《
月
は
落
ち
て
行
く
》、中
村
清
貞《
仙
女
》（
院
賞
）、中
村
泰
山《
新
高
雄
の
秋
》、名
取
光
珠《
柿
》、奈

良
虚
白《
靜
物
》、
野
生
司
香
雪《
秋
刀
魚
》、
野
田
文
雄《
少
女
》、
橋
本
秀
洞《
猫
》、
橋
本
秀
邦《
空
也
上
人
》、
針
間
と
め
子《
蜜

柑
》、
平
林
大
虚《
雪
ふ
る
日
》《
茄
子
畑
》、
福
田
豊
白《
は
な
び
ら
の
か
げ
》、
藤
井
達
吉《
吉
野
の
奥
》、
藤
井
白
映《
少
女
》《
田

舎
》、
藤
田
圭
之
助《
兎
》、
古
川
素
水《
曇
り
日
》、
古
荘
肇
成《
鳩
》、
別
役
月
乃《
爪
》、
星
加
雪
乃《
茄
子
》、
保
尊
霊
水《
開
墾
地
》、

堀
内
廣
堂《
牛
車
》、
本
郷
越
嶺《
川
開
》、
松
尾
晃
華《
國
分
村
の
秋
》、
松
尾
潮
幹《
寒
空
》、
松
坂
春
久《
花
鳥
》、
松
澤
來
居《
遊

里
》、
松
平
春
樹《
早
春
の
伊
豆
》、
松
永
正
路《
近
郊
小
景
》、
松
久
休
光《
コ
ー
チ
ン
》、
宮
田
隆
子《
ほ
ほ
づ
き
》、
村
井
秀
啓《
冬

の
丘
》、
村
上
次
郎《
微
風
》、
森
田
才
一《
蟹
》、
山
崎
歌
子《
ダ
リ
ヤ
》、
吉
川
朝
衣《
蜀
黍
》、
四
田
観
水《
雨
後
の
夕
》《
殘
雪
》、
和

田
東
明《
菊
》

同
人
出
品

大
智
勝
観《
曉
山
の
雪
》、
小
川
芋
銭《
白
雲
想
》、
川
端
龍
子《
ば
せ
を
翁
》、
木
村
武
山《
鷹
》、
近
藤
浩
一
路《
凍
池
》、
下
村
観
山

《
獨
釣
》、
真
道
黎
明《
葡
萄
》、
冨
田
渓
仙《
春
色
》、
長
野
草
風《
●
》、
中
村
岳
陵《
七
面
鳥
》、
橋
本
永
邦《
餌
奪
ひ
》、
橋
本
静
水

《
鯛
》、
横
山
大
観《
茶
梅
》《
雨
》

○
彫
塑

入
選
作
品

な
櫻
が
、
浮
わ
浮
わ
せ
ず
に
、
落
つ
い
て
人
に
訴
へ
て
來
る
―
―
た
ゞ
不
滿
な
の
は
左
下
の
岩
と
水
と
の
様
式
並
び
に
其
配
合
一
般

で
あ
る
。
あ
ゝ
い
ふ
櫻
を
か
い
て
ゐ
な
が
ら
、な
ぜ
か
う
い
ふ
岩
と
か
う
い
ふ
水
と
の
か
き
方
を
す
る
の
か
、一
般
的
に
云
つ
て
岩
と

水
と
を
此
所
に
配
合
す
る
必
要
が
何
所
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
畫
面
全
体
か
ら
云
へ
ば
重
要
な
役
目
を
勤
め
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い

が
、重
要
な
役
目
を
勤
め
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
丈
に
私
に
は
氣
に
な
る
。
藤
井
君
に
限
ら
ず
一
般
の
模
樣
畫
家
は
、何
が
な
し
に
何
も

な
い
空
間
に
堪
え
得
な
い
と
い
ふ
や
う
な
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
何
も
な
い
空
間
の
持
ち
得
る
味
と
い
ふ
も
の
に
就
い
て
、

模
樣
畫
家
は
硏
究
も
利
用
も
足
り
な
い
と
い
ふ
や
う
な
事
が
あ
り
は
し
な
い
か25｣

小
宮
は
画
面
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
描
い
て
い
る

点
を
取
り
上
げ
、
藤
井
を
模
様
画
家
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
藤
井
を
ま
ず
工
芸
家
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
な
お『
中
外
商
業
新
報
』記
者
は
展
覧
会
全
体
に
つ
い
て
展
示
室
ご
と
に
言
及
す
る
中
で
、｢

第
六
室

　
に
入
る
と
川
端
龍
子
氏

の｢

庭
上
印
象｣

四
題
が
ド
レ
も
面
白
い
、
藤
井
逹
吉
氏
の｢

櫻｣

は
六
曲
一
双
の
大
作
で
屏
風
一
面
に
山
櫻
を
描
い
て
あ
る
、
又
新
入

選
者
橋
本
秀
洞
氏
の｢

燻
製
の
鮭
と
鰊｣

は
實
物
を
見
る
や
う
だ
、
總
じ
て
同
人
の
他
に
追
随
を
許
さ
ぬ
大
家
振
り
も
流
石
と
思
は
せ

る
け
れ
ど
そ
れ
は
骨
格
の
や
う
な
も
の
で
新
入
選
者
の
溌
剌
た
る
作
品
が
美
術
院
と
し
て
の
血
で
あ
り
肉
で
あ
る
こ
と
が
泌
々
と
感

じ
ら
れ
る26｣

と
書
い
た
。《
櫻
》は
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
下
絵
と
さ
れ
る
二
曲
一
隻
屏
風《
桜
図
》（fi g. 3

）が
愛
知

県
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る27
。

　
下
村
観
山
が《
天
心
先
生
》を
出
品
し
た
再
興
第
九
回
院
展
は
創
立
二
五
周
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
展
覧
会
の
総
評
で
も
そ
れ
を
意

識
し
て
創
立
者
岡
倉
天
心
の
重
要
性
や
大
観
・
観
山
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
い
し
革
新
性
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い28
。

川
路
柳
紅
は
、美
術
院
の
理
想
が
写
実
美
や
現
実
感
よ
り
理
想
美
、超
越
感
に
あ
り
、そ
れ
が
天
心
の
理
想
主
義
に
胚
胎
す
る
と
指
摘

し
、
そ
れ
が
一
般
の
人
々
の
生
活
感
情
か
ら
遠
い
点
を
問
題
視
し
て
い
る29
。
ま
た
坂
井
犀
水
は
院
展
が
官
設
の
帝
展
に
比
べ
て
自
由

度
が
高
い
上
、
戦
略
と
し
て
帝
展
に
対
し
て
挑
戦
的
態
度
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
気
持
ち
を
つ
か
み
、
精
選
主
義
の
緊
張
感

も
あ
い
ま
っ
て
今
日
の
隆
盛
に
つ
な
げ
た
、
と
分
析
し
た30
。
そ
し
て
藤
懸
静
也
は
新
し
い
傾
向
と
し
て
細
密
な
写
実
主
義
の
流
行
を

速
水
御
舟
や
富
取
風
堂
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
指
摘
し
、
行
き
過
ぎ
た
写
実
主
義
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
た
。
第
八
回
試
作

展
覧
会
の
評
と
同
様
、
速
水
御
舟
の
描
写
法
が
、
好
悪
の
別
は
と
も
あ
れ
、
相
当
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

第
九
回
日
本
美
術
院
試
作
展
覧
会
出
品
一
覧

　
最
後
に
藤
井
が
出
品
し
た
日
本
美
術
院
の
展
覧
会
は
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
三
月
一
五
日
か
ら
二
八
日
ま
で
竹
の
台
陳
列
館
で

開
か
れ
た
第
九
回
日
本
美
術
院
試
作
展
覧
会
で
あ
る
。
入
選
点
数
は
絵
画
一
〇
八
点
、彫
塑
九
点
で31
、四
月
一
日
か
ら
一
五
日
に
は
京

都
の
第
一
勧
業
館
で
展
観
さ
れ
た
。

fi g.2 藤井達吉《櫻》　『日本美術院百年史 五巻』 p. 474fi g.3 藤井達吉《桜図屏風》大正11年頃　愛知県美術館蔵
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院
に
屢
々
入
選
し
て
、早
く
院
友
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）し
か
し
孤
高
の
氏
は
、美
術
院
の
中
の
ど
の
系
統
に
も
属
し
て
い
な

く
て
、折
角
努
力
し
た
も
の
が
落
選
の
憂
目
に
会
わ
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
に
落
選
が
続
く
の
で
、何
の
た
め
の
院
友
推
薦
か
と
人
ご
と

な
が
ら
憤
慨
し
て（
後
略
）」石
原
は《
日
光
》三
部
作
が
落
選
し
た
旨
に
も
触
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
藤
井
が
一
九
六
四（
昭
和
三
九
）

年
に
没
し
た
翌
年
に
当
時
愛
知
県
副
知
事
で
あ
っ
た
松
尾
信
資
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た『
孤
高
の
芸
術
家
藤
井
達
吉
翁
』に
も
同
内
容
の

一
文
を
寄
せ
て
い
る37
。
石
原
の
記
述
は
一
度
の
み
な
ら
ず
何
度
も
落
選
し
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
石
原
が
藤
井
と
交
流
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
藤
井
が
院
友
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
別
の
文
献
も
探
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
展
覧
会
企
画
を
立

ち
上
げ
る
に
は
、
藤
井
と
同
時
期
に
出
品
し
た
他
の
作
家
の
作
品
傾
向
を
分
析
し
、
当
時
の
日
本
美
術
院
の
特
徴
を
作
品
群
か
ら
語

れ
る
よ
う
に
す
る
作
業
が
必
須
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
註
）

1 

細
野
正
信「
第
二
章
　
前
期
日
本
美
術
院
」日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
企
画
・
編
集『
日
本
美
術
院
百
年
史
　
二
巻
　
上﹇
図
版
篇
﹈』財
団
法
人
日
本
美
術
院
　
一
九
九
〇
年
　
三

八
六
頁
。

参
考
：
日
本
美
術
院
創
設
の
趣
旨

　
本
邦
美
術
の
大
勢
は
、
明
治
の
風
雲
に
際
會
し
て
、
一
旦
破
壤
的
變
動
を
受
け
た
り
と
雖
も
、
其
氣
運
漸
く
熟
す
る
に
及
ん
で
や
、
尋
で
保
存
的
方
向
に
復
歸
し
、
纔
か
に
幕
末

以
來
の
命
脉
を
維
持
す
る
を
得
た
り
。
然
り
と
雖
も
宿
昔
僭
勢
力
の
鬱
積
す
る
所
、
遂
に
進
歩
發
逹
の
時
機
を
催
進
し
來
り
て
、
今
や
多
少
の
波
瀾
を
認
む
る
に
到
れ
り
。
若
し

夫
れ
彼
岸
の
着
點
如
何
に
至
っ
て
は
、
他
年
風
波
靜
穩
な
る
の
時
、
是
非
は
じ
め
て
定
ら
ん
の
み
。

　
惟
ふ
に
本
邦
の
美
術
は
、
頗
る
高
古
に
淵
源
せ
り
と
雖
も
、
其
前
途
尙
ほ
甚
だ
遼
遠
な
り
。
今
日
以
性
一
進
一
歩
以
て
大
成
の
域
に
到
逹
す
る
は
、
豈
容
易
の
業
な
ら
ん
や
。
夫

れ
美
術
の
方
針
は
固
よ
り
僱
倚
す
べ
か
ら
ず
、苟
も
僱
倚
す
れ
ば
、即
ち
其
大
成
の
域
に
遠
か
ら
ん
こ
と
を
恐
る
、又
美
術
の
硏
究
は
固
よ
り
覊
束
す
可
ら
ず
、苟
も
覊
束
す
れ
ば
、

即
ち
其
發
逹
進
歩
に
障
礙
あ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
是
れ
今
日
旣
に
業
に
、
美
術
及
び
諸
工
藝
に
關
す
る
所
の
協
會
學
校
工
塲
等
の
都
鄙
各
地
に
存
在
す
る
に
拘
ら
ず
、
更
に
進
ん

で
同
志
を
會
合
し
、
茲
に
日
本
美
術
院
を
創
設
す
る
の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。

　
抑
も
本
院
の
事
業
た
る
や
、繪
畫
彫
刻
を
首
と
し
、建
築
裝
飾
よ
り
以
て
彫
金
鍛
金
鑄
金
漆
工
窯
工
刺
繍
寫
眞
彫
版
等
、諸
般
の
美
術
工
藝
に
關
す
る
圖
案
、及
び
其
實
技
を
包

有
し
、
而
し
て
之
が
施
設
の
大
要
は
、
硏
究
部
、
製
作
部
、
展
覽
部
の
鼎
立
を
期
し
、
先
づ
硏
究
及
び
製
作
の
二
部
を
設
立
し
て
本
院
の
基
礎
を
定
め
、
漸
次
其
他
に
及
ば
ん
と
す
。

蓋
し
研
究
部
は
美
術
の
根
底
を
培
養
す
る
の
田
園
に
し
て
、
製
作
部
は
會
員
の
實
技
を
練
磨
せ
し
む
か
爲
に
、
内
外
の
依
囑
に
應
じ
て
花
實
を
競
ふ
所
の
藝
苑
な
り
。
而
し
て
展

覽
部
に
於
て
は
別
に
本
院
の
成
績
品
及
び
古
今
の
參
考
品
を
蒐
集
し
、
一
は
以
て
技
藝
家
の
艦
評
に
供
し
、
一
は
以
て
鑑
賞
家
の
好
尙
に
對
ふ
る
所
た
ら
ん
と
す
。

　
夫
れ
美
術
及
び
美
術
工
藝
の
硏
究
は
、實
習
に
基
く
に
非
ざ
る
よ
り
は
、其
効
果
を
視
る
能
は
ず
、而
し
て
之
が
硏
究
の
方
法
た
る
や
、毫
も
他
よ
り
檢
束
す
る
所
な
く
、本
邦
美

術
の
特
性
を
經
と
し
、
各
自
作
家
の
特
長
を
緯
と
し
て
、
專
ら
其
發
逹
應
用
の
自
在
を
得
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
を
以
て
本
院
は
、
今
日
以
徃
將
に
執
る
べ
き
の
方
針
を
定
め
、

明
治
美
術
の
木
鐸
を
以
て
自
ら
任
じ
、
内
は
會
員
の
爲
に
技
倆
を
揮
ひ
、
以
て
其
所
信
を
實
行
し
兼
て
國
家
利
用
厚
生
の
一
端
に
供
せ
ん
と
欲
す
。

　
以
上
計
畵
す
る
所
の
規
模
は
、
之
を
美
術
本
來
の
面
目
に
照
せ
ば
、
固
よ
り
其
不
完
不
備
を
免
れ
ざ
る
べ
し
と
雖
も
、
今
日
自
ら
微
力
を
顧
み
ず
、
聊
か
同
志
を
團
結
し
て
、
之

が
實
行
を
企
圖
す
る
所
以
は
、
宿
昔
の
覺
悟
上
衷
心
實
に
已
み
難
き
も
の
あ
れ
ば
な
り
。
大
方
の
諸
君
子
、
請
ふ
、
幸
に
微
衷
の
存
す
る
所
を
諒
察
し
、
本
院
の
基
礎
を
し
て
永
遠

に
鞏
固
な
ら
し
め
、
其
事
業
の
前
途
を
し
て
、
愈
よ
進
歩
發
逹
せ
し
む
る
に
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
。

（『
日
本
美
術
』一
号
　
明
治
三
一
年
一
〇
月
）

2 

前
掲
論
文（
1
）三
九
〇
頁
。

3 

古
田
亮「
院
展
の
芸
術
、
そ
の
戦
前
ま
で
の
軌
跡
」「
日
本
美
術
院
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
特
別
展
　
近
代
日
本
美
術
の
軌
跡
」図
録
　
東
京
国
立
博
物
館
・
財
団
法
人
日
本
美
術
院

　
一
九
九
八
年
　
五
頁
。
　

厚
見
天
珉《
水
温
む
》、
石
戸
谷
剛《
樹
下
》、
牛
島
志
智
郎《
私
の
顏
》、
大
橋
敏
男《
疲
れ
の
後
》、
木
村
五
郎《
少
女
曲
藝
》、
杉
本

宗
一《
坐
せ
る
女
》、
武
井
直
也《
女
と
其
の
影
の
エ
ス
キ
ー
ス
》、
土
井
要
輔《
習
作
》、
中
平
四
郎《
春
の
海
》

同
人
出
品

石
井
鶴
三《
春
》《
小
兒
》、
平
櫛
田
中《
鬼
の
腕
相
撲
》、
藤
井
浩
祐《
鰌
す
く
い
》《
裸
》《
小
憇32
》

　『
美
術
之
日
本
』記
者
は
、
細
微
な
線
を
用
い
た
純
写
生
式
の
諸
作
品
、
ま
た
酒
井
三
良
を
代
表
と
す
る
一
種
の
漫
画
味
を
帯
び
た

作
風
、
そ
し
て
油
彩
や
水
彩
の
構
図
・
色
彩
を
取
り
入
れ
た
も
の
を
い
わ
ゆ
る
院
展
風
の
作
品
の
他
に
見
出
し
て
い
る
。
彼
は「
小
猿

雪
堂
君
の『
夜
の
梅
』や
藤
井
逹
吉
君
の『
吉
野
の
奥
』な
ど
、
墨
色
に
豊
か
な
味
を
見
せ
た
作
品
が
若
干
あ
っ
た
」と
藤
井
作
品
に
も

言
及
し
た33
。

藤
井
達
吉
の
院
展
出
品
停
止
理
由
と
今
後
の
課
題

　
藤
井
達
吉
の
日
本
美
術
院
へ
の
出
品
は
上
記
の
展
覧
会
で
終
わ
っ
た
。
藤
井
が
日
本
美
術
院
へ
出
品
を
始
め
、
そ
し
て
や
め
た
理

由
に
つ
い
て
は
当
館
館
長
が
次
の
諸
点
を
推
測
し
て
い
る
。
ま
ず
出
品
理
由
と
し
て
、
帝
展
へ
の
工
芸
部
門
の
設
置
を
求
め
て
運
動

を
し
て
い
る
関
係
上
、
帝
展
へ
出
品
す
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
た
可
能
性
が
あ
り
、
同
時
に
一
九
一
八（
大
正
七
）年
頃
の
藤
井
は
自
身

へ
の
誹
謗
中
傷
に
よ
り
工
芸
界
の
あ
り
方
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
。
加
え
て
芸
術
の
理
想
を
本
阿
弥
光
悦
に
求
め
、
伝
統
的
な
絵
画

へ
の
挑
戦
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
再
興
し
た
日
本
美
術
院
に
は
大
正
期
の
個
性
尊
重
の
精
神
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
精
神
に
も
共
感
し
て

野
心
作《
日
光
》三
部
作
を
出
品
し
た
も
の
の
落
選
し
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る34
。

　
藤
井
作
品
の
入
選
に
関
し
て
は
、
日
本
美
術
院
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
藤
井
と
の
人
的
つ
な
が
り
も
探
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
再

興
院
展
の
賛
助
員
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
原
三
溪
の
娘
婿
、
西
郷
健
雄
は
藤
井
作
品
の
コ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
当
館
で
は
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
藤
井
が
再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
出
品
後
に
院
友
に
推
さ
れ
た
と
年

譜
な
ど
に
記
述
し
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も『
日
本
美
術
院
百
年
史
』に
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
載
が
見
当
た
ら
な
い
。
藤
井
が
院
友

で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
一
九
七
四（
昭
和
四
九
）年
に
出
版
さ
れ
た
山
田
光
春
の『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』、
さ
ら
に
同
書
に
引
用
が

あ
る
石
原
明
の
言
が
源
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る35
。
山
田
は
小
原
村（
現
・
愛
知
県
豊
田
市
）に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し

た
画
家
、
石
原
は
愛
知
県
海
部
郡
出
身
の
歌
人
で
あ
る
。
山
田
は｢

「
山
芍
薬
」の
入
選
に
よ
っ
て
、
日
本
美
術
院
と
関
係
を
持
っ
た
達

吉
は
、そ
の
後
出
品
を
つ
づ
け
て
院
友
に
推
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た｣

と
書
き
、石
原
の
記
述
を「「
藤
井
先
生
を
悼
む
」『
博
物
』昭
39
・

10
」と
引
用
元
を
添
え
て
引
い
た
。
こ
れ
は
博
物
短
歌
会
か
ら
発
行
さ
れ
た『
博
物
：
短
歌
雑
誌
』二
九
巻
一
〇
号
を
指
す36
。「
日
本
美
術

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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研
究
紀
要
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研
究
紀
要

院
に
屢
々
入
選
し
て
、早
く
院
友
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）し
か
し
孤
高
の
氏
は
、美
術
院
の
中
の
ど
の
系
統
に
も
属
し
て
い
な

く
て
、折
角
努
力
し
た
も
の
が
落
選
の
憂
目
に
会
わ
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
に
落
選
が
続
く
の
で
、何
の
た
め
の
院
友
推
薦
か
と
人
ご
と

な
が
ら
憤
慨
し
て（
後
略
）」石
原
は《
日
光
》三
部
作
が
落
選
し
た
旨
に
も
触
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
藤
井
が
一
九
六
四（
昭
和
三
九
）

年
に
没
し
た
翌
年
に
当
時
愛
知
県
副
知
事
で
あ
っ
た
松
尾
信
資
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た『
孤
高
の
芸
術
家
藤
井
達
吉
翁
』に
も
同
内
容
の

一
文
を
寄
せ
て
い
る37
。
石
原
の
記
述
は
一
度
の
み
な
ら
ず
何
度
も
落
選
し
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
石
原
が
藤
井
と
交
流
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
藤
井
が
院
友
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
別
の
文
献
も
探
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
展
覧
会
企
画
を
立

ち
上
げ
る
に
は
、
藤
井
と
同
時
期
に
出
品
し
た
他
の
作
家
の
作
品
傾
向
を
分
析
し
、
当
時
の
日
本
美
術
院
の
特
徴
を
作
品
群
か
ら
語

れ
る
よ
う
に
す
る
作
業
が
必
須
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
註
）

1 

細
野
正
信「
第
二
章
　
前
期
日
本
美
術
院
」日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
企
画
・
編
集『
日
本
美
術
院
百
年
史
　
二
巻
　
上﹇
図
版
篇
﹈』財
団
法
人
日
本
美
術
院
　
一
九
九
〇
年
　
三

八
六
頁
。

参
考
：
日
本
美
術
院
創
設
の
趣
旨

　
本
邦
美
術
の
大
勢
は
、
明
治
の
風
雲
に
際
會
し
て
、
一
旦
破
壤
的
變
動
を
受
け
た
り
と
雖
も
、
其
氣
運
漸
く
熟
す
る
に
及
ん
で
や
、
尋
で
保
存
的
方
向
に
復
歸
し
、
纔
か
に
幕
末

以
來
の
命
脉
を
維
持
す
る
を
得
た
り
。
然
り
と
雖
も
宿
昔
僭
勢
力
の
鬱
積
す
る
所
、
遂
に
進
歩
發
逹
の
時
機
を
催
進
し
來
り
て
、
今
や
多
少
の
波
瀾
を
認
む
る
に
到
れ
り
。
若
し

夫
れ
彼
岸
の
着
點
如
何
に
至
っ
て
は
、
他
年
風
波
靜
穩
な
る
の
時
、
是
非
は
じ
め
て
定
ら
ん
の
み
。

　
惟
ふ
に
本
邦
の
美
術
は
、
頗
る
高
古
に
淵
源
せ
り
と
雖
も
、
其
前
途
尙
ほ
甚
だ
遼
遠
な
り
。
今
日
以
性
一
進
一
歩
以
て
大
成
の
域
に
到
逹
す
る
は
、
豈
容
易
の
業
な
ら
ん
や
。
夫

れ
美
術
の
方
針
は
固
よ
り
僱
倚
す
べ
か
ら
ず
、苟
も
僱
倚
す
れ
ば
、即
ち
其
大
成
の
域
に
遠
か
ら
ん
こ
と
を
恐
る
、又
美
術
の
硏
究
は
固
よ
り
覊
束
す
可
ら
ず
、苟
も
覊
束
す
れ
ば
、

即
ち
其
發
逹
進
歩
に
障
礙
あ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
是
れ
今
日
旣
に
業
に
、
美
術
及
び
諸
工
藝
に
關
す
る
所
の
協
會
學
校
工
塲
等
の
都
鄙
各
地
に
存
在
す
る
に
拘
ら
ず
、
更
に
進
ん

で
同
志
を
會
合
し
、
茲
に
日
本
美
術
院
を
創
設
す
る
の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。

　
抑
も
本
院
の
事
業
た
る
や
、繪
畫
彫
刻
を
首
と
し
、建
築
裝
飾
よ
り
以
て
彫
金
鍛
金
鑄
金
漆
工
窯
工
刺
繍
寫
眞
彫
版
等
、諸
般
の
美
術
工
藝
に
關
す
る
圖
案
、及
び
其
實
技
を
包

有
し
、
而
し
て
之
が
施
設
の
大
要
は
、
硏
究
部
、
製
作
部
、
展
覽
部
の
鼎
立
を
期
し
、
先
づ
硏
究
及
び
製
作
の
二
部
を
設
立
し
て
本
院
の
基
礎
を
定
め
、
漸
次
其
他
に
及
ば
ん
と
す
。

蓋
し
研
究
部
は
美
術
の
根
底
を
培
養
す
る
の
田
園
に
し
て
、
製
作
部
は
會
員
の
實
技
を
練
磨
せ
し
む
か
爲
に
、
内
外
の
依
囑
に
應
じ
て
花
實
を
競
ふ
所
の
藝
苑
な
り
。
而
し
て
展

覽
部
に
於
て
は
別
に
本
院
の
成
績
品
及
び
古
今
の
參
考
品
を
蒐
集
し
、
一
は
以
て
技
藝
家
の
艦
評
に
供
し
、
一
は
以
て
鑑
賞
家
の
好
尙
に
對
ふ
る
所
た
ら
ん
と
す
。

　
夫
れ
美
術
及
び
美
術
工
藝
の
硏
究
は
、實
習
に
基
く
に
非
ざ
る
よ
り
は
、其
効
果
を
視
る
能
は
ず
、而
し
て
之
が
硏
究
の
方
法
た
る
や
、毫
も
他
よ
り
檢
束
す
る
所
な
く
、本
邦
美

術
の
特
性
を
經
と
し
、
各
自
作
家
の
特
長
を
緯
と
し
て
、
專
ら
其
發
逹
應
用
の
自
在
を
得
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
を
以
て
本
院
は
、
今
日
以
徃
將
に
執
る
べ
き
の
方
針
を
定
め
、

明
治
美
術
の
木
鐸
を
以
て
自
ら
任
じ
、
内
は
會
員
の
爲
に
技
倆
を
揮
ひ
、
以
て
其
所
信
を
實
行
し
兼
て
國
家
利
用
厚
生
の
一
端
に
供
せ
ん
と
欲
す
。

　
以
上
計
畵
す
る
所
の
規
模
は
、
之
を
美
術
本
來
の
面
目
に
照
せ
ば
、
固
よ
り
其
不
完
不
備
を
免
れ
ざ
る
べ
し
と
雖
も
、
今
日
自
ら
微
力
を
顧
み
ず
、
聊
か
同
志
を
團
結
し
て
、
之

が
實
行
を
企
圖
す
る
所
以
は
、
宿
昔
の
覺
悟
上
衷
心
實
に
已
み
難
き
も
の
あ
れ
ば
な
り
。
大
方
の
諸
君
子
、
請
ふ
、
幸
に
微
衷
の
存
す
る
所
を
諒
察
し
、
本
院
の
基
礎
を
し
て
永
遠

に
鞏
固
な
ら
し
め
、
其
事
業
の
前
途
を
し
て
、
愈
よ
進
歩
發
逹
せ
し
む
る
に
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
。

（『
日
本
美
術
』一
号
　
明
治
三
一
年
一
〇
月
）

2 

前
掲
論
文（
1
）三
九
〇
頁
。
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古
田
亮「
院
展
の
芸
術
、
そ
の
戦
前
ま
で
の
軌
跡
」「
日
本
美
術
院
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
特
別
展
　
近
代
日
本
美
術
の
軌
跡
」図
録
　
東
京
国
立
博
物
館
・
財
団
法
人
日
本
美
術
院

　
一
九
九
八
年
　
五
頁
。
　

厚
見
天
珉《
水
温
む
》、
石
戸
谷
剛《
樹
下
》、
牛
島
志
智
郎《
私
の
顏
》、
大
橋
敏
男《
疲
れ
の
後
》、
木
村
五
郎《
少
女
曲
藝
》、
杉
本

宗
一《
坐
せ
る
女
》、
武
井
直
也《
女
と
其
の
影
の
エ
ス
キ
ー
ス
》、
土
井
要
輔《
習
作
》、
中
平
四
郎《
春
の
海
》

同
人
出
品

石
井
鶴
三《
春
》《
小
兒
》、
平
櫛
田
中《
鬼
の
腕
相
撲
》、
藤
井
浩
祐《
鰌
す
く
い
》《
裸
》《
小
憇32
》

　『
美
術
之
日
本
』記
者
は
、
細
微
な
線
を
用
い
た
純
写
生
式
の
諸
作
品
、
ま
た
酒
井
三
良
を
代
表
と
す
る
一
種
の
漫
画
味
を
帯
び
た

作
風
、
そ
し
て
油
彩
や
水
彩
の
構
図
・
色
彩
を
取
り
入
れ
た
も
の
を
い
わ
ゆ
る
院
展
風
の
作
品
の
他
に
見
出
し
て
い
る
。
彼
は「
小
猿

雪
堂
君
の『
夜
の
梅
』や
藤
井
逹
吉
君
の『
吉
野
の
奥
』な
ど
、
墨
色
に
豊
か
な
味
を
見
せ
た
作
品
が
若
干
あ
っ
た
」と
藤
井
作
品
に
も

言
及
し
た33
。

藤
井
達
吉
の
院
展
出
品
停
止
理
由
と
今
後
の
課
題

　
藤
井
達
吉
の
日
本
美
術
院
へ
の
出
品
は
上
記
の
展
覧
会
で
終
わ
っ
た
。
藤
井
が
日
本
美
術
院
へ
出
品
を
始
め
、
そ
し
て
や
め
た
理

由
に
つ
い
て
は
当
館
館
長
が
次
の
諸
点
を
推
測
し
て
い
る
。
ま
ず
出
品
理
由
と
し
て
、
帝
展
へ
の
工
芸
部
門
の
設
置
を
求
め
て
運
動

を
し
て
い
る
関
係
上
、
帝
展
へ
出
品
す
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
た
可
能
性
が
あ
り
、
同
時
に
一
九
一
八（
大
正
七
）年
頃
の
藤
井
は
自
身

へ
の
誹
謗
中
傷
に
よ
り
工
芸
界
の
あ
り
方
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
。
加
え
て
芸
術
の
理
想
を
本
阿
弥
光
悦
に
求
め
、
伝
統
的
な
絵
画

へ
の
挑
戦
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
再
興
し
た
日
本
美
術
院
に
は
大
正
期
の
個
性
尊
重
の
精
神
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
精
神
に
も
共
感
し
て

野
心
作《
日
光
》三
部
作
を
出
品
し
た
も
の
の
落
選
し
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る34
。

　
藤
井
作
品
の
入
選
に
関
し
て
は
、
日
本
美
術
院
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
藤
井
と
の
人
的
つ
な
が
り
も
探
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
再

興
院
展
の
賛
助
員
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
原
三
溪
の
娘
婿
、
西
郷
健
雄
は
藤
井
作
品
の
コ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
当
館
で
は
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
藤
井
が
再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
出
品
後
に
院
友
に
推
さ
れ
た
と
年

譜
な
ど
に
記
述
し
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も『
日
本
美
術
院
百
年
史
』に
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
載
が
見
当
た
ら
な
い
。
藤
井
が
院
友

で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
一
九
七
四（
昭
和
四
九
）年
に
出
版
さ
れ
た
山
田
光
春
の『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』、
さ
ら
に
同
書
に
引
用
が

あ
る
石
原
明
の
言
が
源
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る35
。
山
田
は
小
原
村（
現
・
愛
知
県
豊
田
市
）に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し

た
画
家
、
石
原
は
愛
知
県
海
部
郡
出
身
の
歌
人
で
あ
る
。
山
田
は｢

「
山
芍
薬
」の
入
選
に
よ
っ
て
、
日
本
美
術
院
と
関
係
を
持
っ
た
達

吉
は
、そ
の
後
出
品
を
つ
づ
け
て
院
友
に
推
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た｣

と
書
き
、石
原
の
記
述
を「「
藤
井
先
生
を
悼
む
」『
博
物
』昭
39
・

10
」と
引
用
元
を
添
え
て
引
い
た
。
こ
れ
は
博
物
短
歌
会
か
ら
発
行
さ
れ
た『
博
物
：
短
歌
雑
誌
』二
九
巻
一
〇
号
を
指
す36
。「
日
本
美
術

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉



16

研
究
紀
要

4 

前
掲
論
文（
3
）四
頁
。

5 

同
上
。

6 

佐
藤
道
信｢

美
術
教
育
の
展
開
③
東
京
美
術
学
校
と
岡
倉
天
心｣｢

明
治
の
日
本
画
①
狩
野
芳
崖
と
横
山
大
観｣

『
日
本
美
術
館
』小
学
館
　
一
九
九
七
年
　
八
八
六
‐
八
八
七
頁
、九

一
二
‐
九
一
三
頁
。

7 

藤
本
陽
子「
日
本
美
術
院
の
五
浦
時
代
」『
日
本
美
術
院
百
年
史
　
三
巻
　
上﹇
図
版
編
﹈』財
団
法
人
日
本
美
術
院
　
一
九
九
二
年
　
四
五
六
‐
四
七
二
頁
。

8 

同
上
。

9 

前
掲
論
文（
3
）七
‐
八
頁
。

10 

同
上
。

11 

細
野
正
信「
第
四
章
　
新
芸
術
の
樹
立
へ
」『
日
本
美
術
院
百
年
史
　
四
巻
』財
団
法
人
日
本
美
術
院
　
一
九
九
四
年
　
三
四
三
‐
三
八
一
頁
。

12 

同
上
。

13 

同
上
。

14 
｢

年
表｣

『
日
本
美
術
院
百
年
史
　
五
巻
』財
団
法
人
日
本
美
術
院
　
一
九
九
五
年
　
九
七
〇
‐
九
七
一
頁
。

15 

前
掲
書（
14
）四
〇
四
‐
四
〇
五
頁（「
再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会﹇
大
正
一
〇
年
﹈出
品
目
録
）。

16 
前
掲
書（
14
）四
三
五
‐
四
三
六
頁（
小
宮
豊
隆『
東
京
日
日
新
聞
』大
正
一
〇
年
九
月
一
六
日
）。

17 
前
掲
書（
14
）四
三
六
頁（
津
田
青
楓『
中
央
美
術
』七
巻
一
〇
号
　
大
正
一
〇
年
一
〇
月
）。

18 
前
掲
書（
14
）四
〇
八
頁（
吉
川
霊
華｢

院
展
瞥
見｣

『
国
民
新
聞
』大
正
一
〇
年
九
月
八
日
‐
一
一
日
に
三
回
連
載
）。

19 

前
掲
書（
14
）四
〇
九
頁（
林
田[

春
潮]

生｢

今
年
の
美
術
院｣

『
都
新
聞
』大
正
一
〇
年
九
月
一
二
日
‐
一
七
日
に
三
回
連
載
）。

20 

前
掲
年
表（
14
）九
七
二
頁
。

21 

前
掲
書（
14
）八
三
六
‐
八
三
七
頁
。

22 

前
掲
書（
14
）八
三
七
頁（
石
川
帛
水（
宰
三
郎
）｢

美（
術
）院
の
試
作
展
覽
會｣

『
や
ま
と
新
聞
』大
正
一
一
年
四
月
二
日
）。

23 

前
掲
書（
14
）八
三
七
‐
八
三
八
頁（
平
澤
大
暲｢

日
本
美
術
院
試
作
展
覽
會
を
観
る｣

『
中
央
美
術
』八
巻
五
号
　
大
正
一
一
年
五
月
）。

24 

前
掲
年
表（
14
）九
七
三
‐
九
七
四
頁
。

25 

前
掲
書（
14
）四
七
四
‐
四
七
五
頁（
小
宮
豊
隆『
読
売
新
聞
』大
正
一
一
年
九
月
一
八
日
）。

26 

前
掲
書（
14
）四
四
頁（
一
記
者｢

美
術
院
お
先
へ
見
物
誌｣

『
中
外
商
業
新
報
』大
正
一
一
年
九
月
五
日
）。

27 

土
生
和
彦｢

作
品
解
説｣

『
画
家
と
し
て
の
藤
井
達
吉
』図
録
　
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
　
二
〇
〇
九
年
　
四
一
頁（《
桜
図
》は
紙
に
着
色
、78.5

×168.0cm

）。

28 

前
掲
書（
14
）四
四
七
‐
四
五
〇
頁（
春
山
武
松｢
第
九
回
院
展
評｣

『
大
阪
朝
日
新
聞
』大
正
一
一
年
九
月
九
日
、獅
埼
庵[

藤
懸
静
也]｢

日
本
美
術
院
の
二
十
五
年
記
念
展
覽
會｣

『
国

華
』三
三
編
第
四
冊
　
大
正
一
一
年
一
〇
月
）。

29 

前
掲
書（
14
）四
四
八
‐
四
四
九
頁（
川
路
柳
紅｢

院
展
を
観
る｣

『
東
京
日
日
新
聞
』大
正
一
一
年
九
月
一
二
日
）。

30 

前
掲
書（
14
）四
四
七
頁（
坂
井
犀
水｢

院
展
の
繪
畫｣

『
や
ま
と
新
聞
』大
正
一
一
年
九
月
七
日
）。

31 

前
掲
年
表（
14
）九
七
五
頁
。

32 

前
掲
書（
14
）八
三
九
‐
八
四
〇
頁
。

33 

前
掲
書（
14
）八
四
〇
‐
八
四
一
頁（
一
記
者「
日
本
美
術
院
試
作
展
」『
美
術
之
日
本
』一
五
巻
三
号
　
大
正
一
二
年
三
月
）。

34 

木
本
文
平｢

画
家
と
し
て
の
藤
井
達
吉｣｢

画
家
と
し
て
の
藤
井
達
吉
―
創
作
の
原
点
を
求
め
て
―｣

図
録
　
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
　
二
〇
〇
九
年
　
一
一
‐
一
二
頁
。

35 

山
田
光
春『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』一
九
七
四
年
　
七
一
‐
七
三
頁
。

36 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
。

37 

石
原
明「
藤
井
達
吉
先
生
を
悼
む
」松
尾
信
資
編『
孤
高
の
芸
術
家
藤
井
達
吉
翁
』愛
知
県
総
合
芸
術
研
究
会
　
一
九
六
五
年
　
一
五
〇
‐
一
七
七
頁
。

＊
本
稿
で
は
展
覧
会
出
品
一
覧
や「
日
本
美
術
院
創
設
の
趣
旨
」の
引
用
に
あ
た
り
、
当
時
の
記
述
を
尊
重
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
字
に
忠
実
に
従
う
よ
う
心
が
け
た
。
し
か
し
活
字
の

得
ら
れ
な
い
一
部
の
漢
字
に
つ
い
て
は
現
在
の
漢
字
を
使
っ
た
。

日
本
美
術
院
と
藤
井
達
吉
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